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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
お
慶
び
申
し
上
げ
、
市
民
の
皆
様
の
限
り
な
い
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り

申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
秋
篠
宮
家
に
皇
室
で
は
四
十
一
年
ぶ
り
に
「
悠
仁
」
親
王
が
ご
誕
生
。
ま
た
、
本
市
で
は
、
根
崎
出
身
の
日
本
画
家

大
山
忠
作
先
生
が
、
芸
術
家
と
し
て
最
高
の
栄
誉
で
あ
る
文
化
勲
章
を
受
章
さ
れ
る
と
い
う
明
る
い
話
題
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
民
の
大
き
な
期
待
を
担
っ
て
ス
タ
ー
ト
し
た
我
が
二
本
松
市
は
、
国
の
三
位
一
体
の
改
革
に
よ
っ

て
困
難
な
財
政
事
情
の
中
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
新
市
と
し
て
の
速
や
か
な
一
体
性
の
実
現
と
市
民
福
祉
の
向
上
に
鋭
意

努
力
し
て
参
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
て
、
特
に
合
併
に
伴
う
大
き
な
混
乱
も
な
く
、
円
滑
な
市
政
運
営
が
で
き
ま
し
た

こ
と
は
、
ひ
と
え
に
市
民
各
位
の
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
の
賜
で
あ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
激
変
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、
地
方
自
治
の
有
り
様
も
大
き
く
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

自
ら
の
判
断
と
責
任
に
よ
る
地
域
経
営
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
市
民
と
の
協
働
を
基
調

と
す
る
自
主
自
立
の
市
政
運
営
実
現
に
努
め
て
参
り
ま
し
た
が
、
依
然
と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
に
対
処
し
、
こ
の
た
び

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
ま
と
め
ま
し
た
の
で
、
本
年
は
、
こ
れ
を
着
実
に
推
進
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
維
持

向
上
を
図
り
な
が
ら
改
革
の
実
を
あ
げ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
年
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
で
あ
り
ま
す「
二
本
松
市
長
期
総
合
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
に
し
て

お
り
、
市
民
の
皆
様
の
参
画
も
頂
き
な
が
ら
、
新
市
建
設
計
画
の
実
現
を
目
指
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
環
境
の
充
実
や
教
育
環
境
の
整
備
、
情
報
通
信
格
差
の
解
消
、
資
源
循
環
型
社
会
の
実
現
な
ど
、
早

急
に
対
処
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
も
山
積
し
て
お
り
ま
す
が
、
道
路
網
、
水
道
な
ど
、
基
礎
的
な
生
活
基
盤
の
整
備

も
相
当
残
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
中
で
産
業
の
振
興
や
観
光
立
市
の
実
現
な
ど
、
限
ら
れ
た
予
算
で
す
べ
て
に
取

り
組
む
に
は
か
な
り
の
無
理
が
生
じ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
本
市
の
輝
か
し
い
将
来
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し
て
参

り
ま
す
。

　

地
方
に
お
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
景
気
の
実
感
は
薄
く
、
今
後
も
地
方
財
政
の
厳
し
さ
は
継
続
す
る
も
の
と
思
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
市
民
の
皆
様
と
と
も
に「
改
革
に
よ
る
自
立
」と「
着
実
な
市
政
進
展
」の
両
立
を
図
り
な
が
ら
、

新
市
の
将
来
像
で
あ
る「
い
ま
拓
く　

豊
か
な
未
来　

二
本
松
」の
実
現
に
邁
進
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
市
民
の
視
点
に
立
つ
と
い
う
原
点
を
し
っ
か
り
と
踏
ま
え
な
が
ら「
清
潔
、
公
正
、
公
平
な
市
政
」の
推
進

に
努
め
、
皆
様
の
期
待
に
応
え
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
力
強
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
心
か
ら
お
願
い
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。 二

本
松
市
長

　
　
　

三　

保　

恵　

一
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二
本
松
市
議
会
議
長

　
　
　

市　

川　

清　

純

　

市
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
十
九
年
の
新
春
を
、
そ
れ
ぞ
れ
希
望
を
持
っ
て
迎
え
ら
れ
ま
し
た
こ
と
、
心
か
ら
お
喜
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
景
気
の
拡
大
基
調
が
続
い
て
い
る
と
は
言
う
も
の
の
、
国
民
に
と
り
ま
し
て
は
、
は
っ

き
り
と
し
た
好
転
の
兆
し
、
実
感
は
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
、
官
製
談
合
事
件
が
、
相
次
い
で
発
覚
し
、
本
県
知
事
を
は

じ
め
知
事
三
名
が
逮
捕
さ
れ
る
と
い
う
事
態
と
な
っ
た
こ
と
、
更
に
は
、
い
じ
め
に
よ
る
自
殺
、
幼
児
虐
待
の
多
発
な
ど
、

辛
さ
や
怒
り
、
心
痛
む
思
い
な
ど
が
、
渦
巻
く
一
年
で
は
な
か
っ
た
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
秋
篠
宮
家
に
長
男
悠
仁
さ
ま
が
誕
生
さ
れ
た
こ
と
、
ま
た
、
冬
季
ト
リ
ノ
五
輪
の
女
子
フ
ィ

ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
で
、
荒
川
静
香
選
手
が
見
事
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
こ
と
、
更
に
は
、
第
一
回
Ｗ
Ｂ
Ｃ
に
お
い
て
、
王

貞
治
監
督
率
い
る
日
本
が
世
界
一
の
栄
冠
に
輝
い
た
こ
と
な
ど
が
、
明
る
い
話
題
で
あ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
、
財
政
再
建
の
た
め
に
構
造
改
革
を
進
め
て
お
り
ま
す
が
、

地
方
の
行
財
政
運
営
に
直
結
す
る
地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革
は
、
国
の
財
政
再
建
が
優
先
さ
れ
、
益
々
、
地
方
自
治

体
、
地
方
財
政
に
と
り
ま
し
て
、
大
変
厳
し
い
も
の
と
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

地
方
分
権
、
三
位
一
体
の
改
革
が
、
本
格
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
今
、
市
町
村
の
自
己
決
定
、
自
己
責
任
が
求
め
ら
れ

る
中
で
、
新
し
い
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
分
権
型
社
会
の
構
築
が
求
め
ら
れ
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
大
き
な

変
革
の
う
ね
り
の
中
で
、
大
き
く
変
化
し
、
複
雑
化
を
増
し
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
個
性
豊
か
な
活
力
に
満
ち
た
地
域
社
会
の
実
現
、
少
子
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
総
合
的
な

地
域
社
会
福
祉
施
策
や
、
ま
ち
づ
く
り
、
生
活
関
連
資
本
の
整
備
な
ど
政
策
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。
新
た
な
地
域

づ
く
り
や
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
行
財
政
基
盤
の
更
な
る
強
化
を
図
り
な
が
ら
住
民
本
位
の
シ
ス
テ
ム
を

実
現
す
る
た
め
に
、
よ
り
積
極
的
か
つ
慎
重
な
議
会
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
市
議
会
は
、
本
市
の
重
要
な
施
策
等
の
意
思
を
決
定
す
る
議
決
機
関
で
あ
り
ま
す
が
、
今
日
ほ
ど
、

地
方
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
、
信
頼
、
重
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
と
き
は
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
年
目
の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
新
二
本
松
市
の
将
来
に
つ
い
て
、
誤
り
の
な
い
選
択
、
判
断
を
す
る
た
め
に
、
ま
た
、

諸
施
策
に
建
設
的
な
提
言
が
で
き
る
よ
う
に
、
更
に
一
層
、
調
査
検
討
を
加
え
、
議
論
を
重
ね
、
活
発
で
闊
達
な
議
会
運

営
が
行
わ
れ
る
よ
う
、
ま
た
、
市
民
の
皆
様
の
負
託
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
議
員
一
丸
と
な
っ
て
研
鑽
に
つ
と
め
、
努
力
、

邁
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
市
議
会
活
動
に
対
し
ま
し
て
、
市
民
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
切
に
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

新
春
を
迎
え
、
市
民
の
皆
様
の
限
り
な
い
ご
多
幸
と
ご
健
勝
を
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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前
市
議
会
議
員
の
佐
久
間
勝
さ
ん
ら
４
３
１
人
に

　

多
年
に
わ
た
り
、
市
の
振
興
発
展
に
尽
く
さ
れ
た
方
々
の
功
績
を
た
た
え
る
平
成
十

八
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
、
合
併
一
周
年
に
あ
た
る
十
二
月
一
日
に
安
達
支
所

二
階
の
安
達
文
化
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
特
別
功
労
表
彰
七
十
二
人
、
功
労
表
彰
三
百
五
十
九
人
へ
の
表
彰
を

行
い
、
各
部
門
の
代
表
者
へ
賞
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

特
別
功
労
表
彰
を
受
賞
さ
れ
た
方
々
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

（
敬
称
略
）

佐
藤　

安
弘（
木
幡
）

常
泉　

徳
義（
初
森
）

和
田　

仁
一（
木
幡
）

　

�
橋　
　

栄（
戸
沢
）

斎
藤　

清
一（
初
森
）

鹿
野　

雅
弘（
郭
内
）

遠
藤　

誠
市（
田
沢
）

杉
島　

洪
徳（
亀
谷
）

菅
野　

和
俊（
太
田
）

塚
本　

廣
一（
木
幡
）

土
屋　

忠
栄（
針
道
）

平
舘　
　

泉（
根
崎
）

三
浦　
　

忠（
大
壇
）

菅
野　

健
治（
木
幡
）

菅
野　
　

弘（
木
幡
）

佐
藤　

栄
作（
戸
沢
）

二
階
堂
幸
三（
郭
内
）

学
校
医

　

金
子　

謙
二（
小
浜
）

学
校
歯
科
医

　

渡
辺　
　

彌（
本
町
）

学
校
薬
剤
師

　

渡
邉　

善
一（
百
目
木
）

産
業
経
済
功
労

　

山
本　

米
吉（
若
宮
）

寄
附

　

株
式
会
社
ダ
イ
ド
ー
リ
ミ
テ
ッ
ド

　
（
東
京
都
千
代
田
区
）

納
税
貯
蓄
組
合
長

渡
邉　

善
弘（
百
目
木
）

安
齋　

裕
八（
西
新
殿
）

太
田　

龍
記（
智
恵
子
の
森
）

　

� 
　

正
一（
下
長
折
）

坂
内　
　

健（
百
目
木
）

本
田　

昌
平（
百
目
木
）

齊
藤　

廣
市（
茂
原
）

農
事
組
合
長

　

大
柳
慶
太
郎（
百
目
木
）

　

斎
藤　

恒
雄（
百
目
木
）

　

大
柳
チ
ヨ
子（
百
目
木
）

消
防
団
員

本
田　

健
一（
小
浜
）

生
田
目
和
信（
百
目
木
）

渡
邉　
　

久（
茂
原
）

渡
辺　

一
雄（
茂
原
）

遠
藤　
　

浩（
田
沢
）

湊　
　

幹
夫（
小
浜
）

渡
邉　
　

剛（
茂
原
）

斎
藤　

正
剛（
茂
原
）

菅
野　
　

敏（
太
田
）

門
馬　

正
信（
田
沢
）

渡
辺　

勇
人（
茂
原
）

今
井　

良
二（
針
道
）

影
山　

政
彦（
田
沢
）

常
泉　

富
雄（
初
森
）

遠
藤　

寅
英（
田
沢
）

梅
原　

章
和（
戸
沢
）

菅
野　

新
市（
茂
原
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員

　

安
田　

ト
ミ（
油
井
）

伊
藤　
　

哲（
油
井
）

佐
久
間
金
司（
渋
川
）

大
橋　
　

貢（
初
森
）

荒
井　

通
允（
油
井
）

齋
藤　
　

實（
上
川
崎
）

酒
井　

義
勝（
油
井
）

菅
野　

活
伊（
上
川
崎
）

菅
野
甚
一
郎（
木
幡
）

高
橋　

貞
良（
油
井
）

野
地　

定
雄（
下
川
崎
）

野
地　

良
弘（
上
川
崎
）

武
藤　

房
男（
戸
沢
）

安
田　

源
助（
小
沢
）

吉
田　

左
重（
上
川
崎
）

松
本
シ
ヅ
子（
安
達
ヶ
原
）

渡
邉　

ミ
チ（
正
法
寺
町
）

【
特
別
功
労
表
彰
】

議
会
議
員

　

佐
久
間　

勝（
小
浜
）

議
会
議
員
お
よ
び
農
業
委
員
会
委
員

　

菅
野　
　

明（
杉
沢
）

農
業
委
員
会
委
員

　

安
斎
太
貴
雄（
上
川
崎
）

　

遠
藤　

義
一（
小
沢
）

　

吉
田　

政
弘（
上
太
田
）

教
育
委
員
会
委
員

　

諸
根　

啓
介（
針
道
）

▲特別功労表彰を受ける佐久間　勝さん
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市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算 
な
ど
を
審
議

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

市
税
条
例
等
の
一
部
改
正

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算

一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
決
算 
な
ど
を
審
議

な
ど
を
審
議

新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨

新
し
い
晨�

新
し
い
晨�

〜
市
長
か
ら
の
手
紙
〜�

あ
　
さ�

　

二
本
松
市
、
安
達
町
、
岩
代

町
、
東
和
町
が
未
来
の
豊
か
さ

を
実
現
す
る
た
め
に
合
併
し

「
新
生
二
本
松
市
」が
誕
生
一
周

年
を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

　

多
く
の
皆
様
の
ご
協
力
に
心

か
ら
感
謝
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
九
五
一
年
の
伝
統
を

今
に
伝
え
る
国
重
要
無
形
民
俗

文
化
財「
木
幡
の
幡
祭
り
」が
木

幡
第
一
小
学
校
の
皆
さ
ん
に
よ

る
演
劇
や
氏
子
に
よ
る
ご
神
酒
、

餅
等
の
振
る
舞
い
を
頂
き
な
が

ら
、
白
幡
を
先
達
に
赤
青
黄
色

と
り
ど
り
の
五
反
幡
、
百
数
十

本
が
勢
揃
い
し
、
ホ
ラ
貝
を
吹

き
鳴
し
つ
つ
木
幡
山
の
尾
根
を

継
走
し
盛
大
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

新
市
に
は
、
郷
土
色
豊
か
な

多
く
の
民
俗
芸
能
や
伝
統
文
化

を
有
し
、
五
穀
豊
穣
や「
武
運

長
久
」「
家
内
安
全
」「
無
病
息

災
」な
ど
の
祈
り
が
込
め
ら
れ
、

地
域
に
元
気
を
与
え
て
お
り
ま

す
。

　

ま
た
、
新
二
本
松
市
誕
生
を

記
念
し
、「
二
本
松
み
ん
な
で

第
九
を
歌
う
会
」が
山
形
交
響

楽
団
の
演
奏
と
多
く
の
皆
様
の

参
加
に
よ
り
開
催
さ
れ
感
動
を

与
え
ま
し
た
。

　

楽
聖
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
孤

独
と
絶
望
に
打
ち
勝
っ
て
交
響

曲
第
九
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
が
希
求
し

て
止
ま
な
か
っ
た「
自
由
、
平

等
、
平
和
、
友
愛
」へ
の
想
い

を
大
切
に「
平
和
な
二
十
一
世

紀
を
創
る
歓
喜
の
歌
」を
市
民

の
皆
さ
ま
と
高
ら
か
に
歌
い
あ

げ
、
心
豊
か
な「
文
化
創
造
都

市
」二
本
松
市
と
市
民
の
皆
様

の「
し
あ
わ
せ
」二
本
松
市
の
繁

栄
の
た
め
に
身
命
を
賭
し
て
尽

く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

新
し
い
年
が
市
民
の
皆
さ
ま

に
と
っ
て
健
康
で
輝
か
し
い
年

に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈

念
申
し
上
げ
ま
す
。

・
住
宅
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

　
（
松
ヶ
丘
南
、
佐
勢
ノ
宮
）

・
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

　
（
安
達
、
岩
代
、
東
和
）

・
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
（
安
達
、
岩
代
）

・
財
産
区
特
別
会
計

　
（
茂
原
、
田
沢
、
石
平
、
針
道
）

各
特
別
会
計
の
決
算
の
概
要
に
つ

い
て
は
十
一
ペ
ー
ジ
の「
二
本
松

市
の
財
政
状
況
・
特
別
会
計
」を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
商
工
業
融
資
事
業（
中
小
企
業

経
営
合
理
化
資
金
）の
増

一
億
一
千
九
百
九
十
三
万
一
千
円

▽
小
学
校
施
設
整
備
事
業（
油
井
小

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
工
事
等
）の
増

 

二
千
三
百
九
十
四
万
四
千
円

▽
防
災
設
備
整
備
事
業（
市
防
災
行

政
無
線
局
機
器
）の
増 
二
千
万
円

▽
市
民
税
等
賦
課
事
務（
税
源
移

譲
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
作
成

費
）の
増 
一
千
四
百
六
十
万
円

▽
工
場
等
立
地
促
進
事
業（
工
場
等

立
地
・
雇
用
促
進
奨
励
金
）の
増

 

五
百
五
十
七
万
八
千
円

各
会
計
と
も
合
併
前
の
各
市
町
の

予
算
を
引
き
継
ぎ
、
執
行
し
ま
し

た
。

■
一
般
会
計

　

市
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
を

管
理
す
る
会
計
で
す
。

　

歳
入
総
額
百
二
十
億
一
千
二
百

九
十
二
万
七
千
円
、
歳
出
総
額
百

十
三
億
六
千
三
百
六
十
四
万
円
、

歳
入
歳
出
差
引
額
六
億
四
千
九
百

二
十
八
万
七
千
円
の
黒
字
決
算
と

な
り
、
こ
の
う
ち
翌
年
度
に
繰
り

越
す
べ
き
財
源
を
除
い
た
実
質
収

支
で
は
五
億
四
千
二
百
七
万
四
千

円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

・
老
人
保
健
特
別
会
計

・
介
護
保
険
特
別
会
計

・
土
地
取
得
特
別
会
計

・
公
設
地
方
卸
売
市
場
特
別
会
計

・
工
業
団
地
造
成
事
業
特
別
会
計

市　議　会
12月定例会

　

市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
、
十
二
月
五
日
に
招
集
さ
れ
、
二
十
日
ま
で

の
十
六
日
間
を
会
期
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
議
会
に
は
、
合
併
後
の
四
カ
月
間
の
平
成
十
七
年
度
一
般
会
計
決

算
な
ど
、
議
案
三
十
七
件
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
主
な
議
案
に
つ
い

て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

補
正
予
算

▲「木幡の幡祭り」出立式でのあいさつ

■
市
税
条
例
の
一
部
改
正

　

軽
自
動
車
税
の
納
期
を
五
月
一

日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
改

め
る
も
の
で
す
。

■
学
童
保
育
所
条
例
の
一
部
改
正

　

平
成
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
東

和
学
童
保
育
所
を
開
設
す
る
た
め

の
改
正
で
す
。

■
都
市
公
園
条
例
の
一
部
改
正

　

安
達
ヶ
原
ふ
る
さ
と
村
公
園
の

施
設
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、

有
料
施
設
を
先
人
館
の
み
と
し
、

そ
の
他
の
施
設
は
無
料
化
し
市
民

に
開
放
す
る
も
の
で
す
。

　

合
併
後
の
四
カ
月
間
の
平
成
十

七
年
度
一
般
会
計
お
よ
び
十
七
の

特
別
会
計
に
係
る
決
算
を
そ
れ
ぞ

れ
議
会
の
認
定
に
付
し
た
も
の
で
、

主
な
条
例
の
一
部
改
正

決
算
の
概
要
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市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定�

改
革
改
革
・
自
立
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て�
改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て�

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定�
市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
行
動
計
画
を
策
定�

〜
自
立
す
る
た
め
の
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
づ
く
り
〜�

　

本
市
を
取
り
巻
く
厳
し
い
行
財
政
環
境
の
中
、
新
市
が
そ
の
厳
し
い
状
況
を
乗
り
越
え
更
な
る
発
展
を
遂
げ
ら
れ
る
よ
う
、

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

改
革
プ
ラ
ン
の
詳
し
い
内
容
は
、
順
次
お
知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

が
厳
し
く
と
も
新
市
が
更
な
る
発

展
を
し
て
い
く
た
め
に
、
平
成
二

十
一
年
度
ま
で
を
集
中
改
革
期
間

と
し
て
市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
を

定
め
、
安
定
し
た
行
財
政
基
盤
の

確
立
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

※
三
位
一
体
改
革
と
は
？

　

国
か
ら
の
交
付
金（
地
方
交
付

税
）と
補
助
金
の
見
直
し
、
国
か

ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
を
同
時
に

実
施
す
る
国
の
構
造
改
革
。

　

実
際
の
三
位
一
体
改
革
で
は
、

国
か
ら
の
税
源
移
譲
は
不
十
分
な

ま
ま
国
か
ら
の
交
付
金
と
補
助
金

は
大
幅
に
削
減
さ
れ
、
多
く
の
自

治
体
が
財
源
不
足
に
陥
っ
て
い
ま

す
。

　

本
市
で
は
、
平
成
十
六
年
か
ら

十
八
年
に
か
け
て
累
計
で
四
十
七

億
円
の
財
源
が
減
少
し
て
い
ま
す
。

　　

国
が
進
め
る
三
位
一
体
改
革

（
※
）の
影
響
に
よ
り
地
方
は
危
機

的
な
財
政
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平
成
十
八
年
三
月
に
策
定
し
た
二

本
松
市
の
財
政
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ

ン
で
は
、
毎
年
二
十
億
円
以
上
の

財
源
不
足
が
発
生
す
る
見
込
み
と

な
っ
て
お
り
、
今
後
自
立
に
向
け

た
改
革
が
急
務
で
す
。（
表
１
）

　

一
方
で
、
合
併
し
て
間
も
な
い

二
本
松
市
に
は
、
少
子
高
齢
化
・

人
口
減
少
社
会
へ
の
対
応
、
新
市

の
速
や
か
な
一
体
性
の
確
保
、
地

域
特
性
を
活
か
し
た
均
衡
あ
る
発

展
の
た
め
の
基
盤
づ
く
り
な
ど
、

緊
急
の
課
題
が
山
積
み
さ
れ
て
お

り
ま
す
。

　

二
本
松
市
で
は
、
行
財
政
環
境

本
市
を
取
り
巻
く
状
況

市政をカエル!!市政をカエル!!市政をカエル!!

早
期
に
職
員
数
を
適
正
数
に

（
五
年
間
累
計
十
六
億
六
千
万
円

の
削
減
）

　

合
併
効
果
を
早
期
に
最
大
限
に

引
き
出
す
た
め
に
、
平
成
二
十
年

度
ま
で
専
門
職
を
除
く
職
員
採
用

を
凍
結
す
る
ほ
か
、
退
職
勧
奨
制

度
な
ど
に
よ
り
、
平
成
二
十
二
年

度
に
は
職
員
数
を
八
十
名
削
減
い

た
し
ま
す
。（
表
２
）

　

ま
た
、
平
成
二
十
七
年
度
ま
で

に
百
四
十
名
の
職
員
を
削
減
し
、

職
員
定
数
を
五
百
二
十
七
名
以
内

に
減
員
い
た
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ

り
平
成
十
七
年
度
か
ら
平
成
二
十

七
年
度
ま
で
の
累
計
で
五
十
八
億

円
の
人
件
費
を
削
減
い
た
し
ま
す
。

市
政
改
革
集
中
プ
ラ
ン
の

 

主
な
内
容

「改革は将来を担う子供たちのため」

表１　二本松市の財政シミュレーション 単位：億円

平成２３年平成２２年平成２１年平成２０年平成１９年平成１８年

２２０.７２２７.０２３８.１２３８.１２３８.９２４３.４歳入総額

２４１.６２４８.１２６１.５２６３.８２５７.５２４２.９歳出総額

▲２０.９▲２１.１▲２３.４▲２５.７▲１８.６０.５財源不足額

※現在のサービス・施設をこのまま継続した場合で、新市建設計画に基
づく事業を各年度で実施することとして算出。

※国からの交付金（地方交付税など）が今後１０年間で更に３０％削減される
こととして推計。
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職
員
給
与
の
見
直
し

（
五
年
間
累
計
七
億
一
千
万
円
の

削
減
）

　

平
成
十
七
年
度
よ
り
実
施
し
て

い
る
特
殊
勤
務
手
当
や
旅
費
日
当

の
廃
止
の
ほ
か
に
、
新
た
に
管
理

職
手
当
の
二
十
パ
ー
セ
ン
ト
削
減
、

超
過
勤
務
手
当
の
抑
制
の
項
目
を

盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
二
十
一
年

度
ま
で
に
累
計
で
七
億
一
千
万
円

の
削
減
を
い
た
し
ま
す
。

▽
支
所
の
見
直
し

・
岩
代
・
東
和
支
所
事
務
室
の
１

階
へ
の
集
中
な
ど
、
支
所
の
効

率
性
と
窓
口
利
便
性
の
向
上

▽
庁
内
メ
ー
ル
活
用
等
に
よ
る
用

紙
代
の
更
な
る
削
減

▽
庁
舎
内
禁
煙
化
の
推
進

▽
秘
書
広
報
費
の
見
直
し

・
広
告
料
、
テ
レ
ビ
番
組
等
の
見

直
し

②
全
事
務
事
業
の
見
直
し（
五
年
間

累
計
一
億
一
千
万
円
の
削
減
）

▽
市
長
交
際
費
の
見
直
し

▽
納
税
通
知
書
の
郵
送
化

・
郵
送
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
情

報
の
保
護
と
経
費
の
削
減
を
図

る
▽
納
期
前
納
付
報
奨
金
の
見
直
し

・
納
期
前
納
付
報
奨
金
を
平
成
二

十
年
度
か
ら
廃
止
す
る

▽
敬
老
事
業
の
見
直
し

▽
農
政
事
務
委
託
料
の
見
直
し

▽
森
林
病
害
虫
防
除
事
業
の
見
直
し

・
対
象
範
囲
の
見
直
し
に
よ
る
経

費
削
減

▽
道
路
愛
護
会
へ
の
報
奨
金
の
見

直
し

▽
除
雪
対
策
費
の
見
直
し

・
岳
山
麓
の
木
戸
口
除
雪
の
見
直

　

し
▽
二
本
松
駅
前
周
辺
整
備
事
業
の

見
直
し

・
市
民
交
流
拠
点
の
規
模
・
内
容

の
見
直
し

③
各
種
補
助
金
の
見
直
し（
五
年
間

累
計
一
億
二
千
万
円
の
削
減
）

▽
農
業
、
商
業
関
係
補
助
金
に
つ

い
て
助
成
内
容
、
助
成
対
象
を

見
直
す

▽
納
税
貯
蓄
組
合
育
成
費
補
助
金

の
見
直
し

・
納
税
通
知
書
の
郵
送
化
に
併
せ

た
補
助
金
の
見
直
し

新
た
な
委
員
会
の
設
置

①
補
助
金
検
討
委
員
会

　

各
種
団
体
等
へ
の
補
助
金
を
一

体
的
に
見
直
し
ま
す
。

②
公
共
施
設
の
あ
り
方
検
討
委
員
会

　

合
併
に
よ
り
類
似
団
体
と
比
較

し
て
多
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
公
共
施
設
の
あ
り
方
を
全
庁
的

に
見
直
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
合

併
後
に
統
一
す
る
こ
と
と
し
て
い

た
施
設
の
使
用
料
に
つ
い
て
も
見

直
し
を
行
い
ま
す
。

③
行
政
組
織
の
見
直
し
検
討
委
員
会

　

新
市
の
振
興
計
画
策
定
に
合
わ

せ
て
平
成
二
十
年
四
月
を
目
標
に

市
の
行
政
組
織
を
見
直
し
ま
す
。

　

市
政
改
革
の
究
極
の
目
的
は
、

「
市
民
の
し
あ
わ
せ
」の
実
現
で
す
。

　

改
革
は
、
単
な
る
削
減
だ
け
で

な
く
、
産
業
の
振
興
に
よ
る
市
民

所
得
の
向
上
や
、
時
代
を
担
う
子

供
た
ち
を
育
て
る
た
め
の
子
育

て
・
教
育
の
充
実
の
施
策
を
推
進

し
、
二
本
松
市
を
更
に
発
展
さ
せ

て
い
く
こ
と
で
す
。

　
「
改
革
・
自
立
・
市
民
と
の
協

働
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
市
政

改
革
を
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、
限

ら
れ
た
財
源
の
中
で「
我
慢
す
る

と
こ
ろ
は
我
慢
し
、
市
の
発
展
の

た
め
に
使
う
べ
き
と
こ
ろ
に
は
使

う
」こ
と
を
明
確
に
し
て
い
き
ま

す
。
そ
し
て
、
そ
の
経
過
と
結
果

を
常
に
主
権
者
で
あ
る
市
民
の
理

解
と
満
足
と
い
う
指
標
で
検
証
し

て
い
く
仕
組
の
創
設
を
目
指
し
て

い
き
ま
す
。

　

そ
の
た
め
に
も
、
先
ず
は
安
定

的
な
行
財
政
基
盤
の
基
礎
を
つ
く

り
、
そ
の
上
で
今
後
作
成
さ
れ
る

振
興
計
画
に
基
づ
く
新
市
の
更
な

る
発
展
の
た
め
の
施
策
を
展
開
し

て
い
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

改
革
推
進
課
市
政
改
革
係

表２ 

削減率累計削減数前年比職員数年度

　　　６６７人１７年

△３.０％△２０人△２０人６４７人18年

△４.５％△３０人△１０人６３７人19年

△７.１％△４７人△１７人６２０人20年

△９.０％△６０人△１３人６０７人21年

△１２.０％△８０人△２０人５８７人22年

市
政
改
革
が
目
指
す
も
の

　

職
員
数
が
減
少
し
て
も
市
民

サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ
う
に
、

民
間
委
託
や
嘱
託
職
員
制
度
、
臨

時
・
パ
ー
ト
職
員
の
活
用
を
検
討

し
て
ま
い
り
ま
す
。

全
事
務
事
業
の
見
直
し

　

平
成
十
八
年
七
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
市
の
政
策
事
業
も
含
め

た
六
百
九
十
二
件
の
事
務
事
業
の

総
点
検
を
行
い
、
う
ち
二
百
十
三

件
に
つ
い
て
見
直
し
を
行
う
こ
と

と
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
主
な
内
容
は
、

①
コ
ス
ト
の
削
減（
五
年
間
累
計

一
億
七
千
万
円
の
削
減
）

▽
公
共
工
事
の
見
直
し

・
公
共
工
事
コ
ス
ト
縮
減
計
画
に

よ
る
コ
ス
ト
削
減
の
徹
底

20.0

25.0

30.0

35.0

40.0

45.0

50.0

27
年

26
年

25
年

24
年

23
年

22
年

21
年

20
年

19
年

18
年

17
年

削除額�

職員人件費�
総額�

単位：億円�

表３　今後の職員人件費の推移の見込み
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　　お前には心配させまい

　と思って今まで言わなかった　

が、おじいちゃんからもまだ仕

送りをもらっていて、借金も 

　　しないと生活できないん

　　　だよ。

平成17年度決算版 

　市では、毎年、予算の使われ方や財産などを公表して、市民の皆さんが納めた税金がどのように使われ
ているかをお知らせしています。今回は、合併後新二本松市の平成17年度（平成17年12月1日～平成18年
3月31日）の決算の概要をわかりやすく家計に例えて表しました。

市債残高

市民１人当たり残　　高会　　計

４８万６,７２５円３１１億２,４１１万円一 般 会 計

８万６,０５９円５５億３０９万円特 別 会 計

２０万７,５１３円１３２億６,９６５万円企 業 会 計

７８万２９７円４９８億９,６８５万円合　　計

※上記数値は１７年度末市債現在高です。
※市民１人当たり残高は、平成18年3月31日現在の
住民基本台帳人口を基準にしています。

市のお財布（会計）は３つ！

　　　　父さん母さん  いつも

　仕送りありがとう。でも父さん達

が働いて得た収入より、僕の仕送り

も含め生活に必要なお金が120万円

　も足りないなんて今までわから

　　　　なかったよ。

　　おじいちゃんからの

　仕送りも、いつまでもあて　

にしてはいられないし（※注１）、

借金がかさむ一方なのよ。あな

たにも大学を卒業したら少しは

　　家計を支えてもらわなく

　　　てはね。

（※注１）国の「三位一体の改革」により、国庫補助金や地方交付税が年々削減されています。

福祉や教育、道路整備など、市政運
営の基本となる会計。

一 般
会 計

国民健康保険、介護保険など、一般
会計と分けて設置する特定の事業に
関する会計。

特 別
会 計

水道や下水道など、民間企業と同様
に利用料金など事業収益で運営して
いる会計。

企 業
会 計

（お父さん）

（お母さん）（息子：大学生）

市債残高

を公表します�
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※家計の収支と市の財政は、お金の使い道も規模も違うので単純に比べることができませんが、市政運営
の基本となる一般会計の平成１７年度決算額約１２０億円を、年間収入３５０万円の家計に例えてみました。

その他の収入　269万5,000円家族で働いて得た収入
 80万5,000円…①収入

その他の支出　148万7,500円　　生活に必要なお金 201万2,500円…②　　支出

親からの仕送りなど
国から交付される地方交付税や
補助金など

119万円（34％）

借　金
公共施設などを建てる際、複数年にわたっ
て国や銀行などから借りているお金（市債）

84万円（24％）

貸付金のうち返済してもらった分
中小企業向け融資資金などの貸
付金の返済金

14万円（4％）

相続金
４市町合併による打切り決算剰余金

52万5,000円（15％）

給　料
市民税、固定資産税などの市税

52万5,000円（15％）

パート収入
施設の使用料や手数料など

28万円（8％）

車や家具の修理代
市有施設の維持補修費

1万7,500円（0.5％）

子供への仕送り
下水道、国民健康保険
など他会計への繰出金

24万5,000円（7％）

家族の医療費
生活保護費、医療助
成などの扶助費

17万5,000円（5％）

光熱費などの雑費
光熱費、消耗品などの物件費、
補助金、交付金など補助費

91万円（26％）

食費
職員の給料、手当て
などの人件費

66万5,000円（19％）

その他の収入家族で働いて得た収入

生活に必要なお金

貯金
基金の積み立てなど

1万7,500円（0.5％）

① － ② ＝ △120万7,500円 生活に必要なお金が�
120万円も足りない!!

家の増改築費
道路などの公共事業

94万5,000円（27％）

借金の返済
市債の返済費用（公債費）

52万5,000円（15％）

その他の支出
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 平成17年度　　二本松市の財政状況　　　　
　今回掲載の平成１７年度決算は、４市町合併後４か月間（平成１７年１２月１日～平成１８年３月３１日）の決算と
なります。
　歳入のうち諸収入には、旧市町打切り決算剰余金として１８億１,０４３万円が含まれています。
　掲載数値は１万円以下を四捨五入しているため、実際の数値から算出した市民１人当たり金額とは一致
しません。

一般会計　歳入の内訳

一般会計　歳出（目的別）の内訳

地方交付税　9.7%
・11億6,559万円�
・1人当たり 18,228円�

負担金・使用料・手数料�
1.8%

・2億1,299万円�
・1人当たり 3,331円�

国庫支出金　12.0%
・14億3,563万円�
・1人当たり 22,451円�

県支出金　6.4%
・7億7,024万円�
・1人当たり 12,045円�

その他の歳入　0.6%
・7,517万円�
・1人当たり 1,175円�

繰入金　4.4%
・5億2,785万円�
・1人当たり 8,255円�

諸収入　20.0%
・24億739万円�
・1人当たり 37,647円�

地方譲与税・交付金�
6.2%

・７億4,893万円�
・１人当たり 11,712円�

地方譲与税�
・２億9,237万円�
・１人当たり 4,572円�

地方消費税交付金�
・２億5,845万円�
・１人当たり 4,042円�

自動車取得税交付金�
・１億4,899万円�
・１人当たり 2,330円�

その他の交付金�
・4,912万円�
・１人当たり 768円�

市債　24.0%
・28億7,710万円�
・1人当たり 44,993円�

 

市税 14.9%
・17億9,204万円�
・１人当たり 28,024円�

（ ）�

歳入合計�
120億1,293万円�

1人当たり�
187,861円�

※平成18年3月31日現在の人口�
（住民基本台帳人口）63,946人�

平成17年度
決 算 報 告

市民１人当たり１７年度決算額歳出（目的別）

２,２５０円１億４,３８６万円議 会 費

３５,９６４円２２億９,９７７万円総 務 費

２４,１７８円１５億４,６０５万円民 生 費

１１,４４９円７億３,２０９万円衛 生 費

１３円８５万円労 働 費

１５,４７４円９億８,９５２万円農林水産業費

２,３６２円１億５,１０１万円商 工 費

３２,３３１円２０億６,７４２万円土 木 費

５,２８４円３億３,７９１万円消 防 費

２０,８６２円１３億３,４０４万円教 育 費

７０９円４,５３４万円災 害 復 旧 費

２６,６６４円１７億５０７万円公 債 費

１６７円１,０７１万円諸 支 出 金

１７７,７０７円１１３億６,３６４万円歳 出 合 計

歳出用語の解説（主な支出科目） 
　目的別 
　　＞総 　務 　費：税金の賦課徴収、選挙、本庁・支所等管理、国際交流、自治振興などの経費 
　　＞民 　生 　費：福祉、生活保護などの経費 
　　＞衛 　生 　費：各種検診、予防接種、ゴミ処理などの経費 
　　＞農林水産業費：農林業の振興、農道整備などの経費 
　　＞土 　木 　費：道路や河川等の整備、市営住宅管理などの経費 
　　＞教 　育 　費：学校教育や生涯学習などの経費 
　　＞公 　債 　費：市債の償還などの経費

歳　出�
（目的別）�

教育費�
11.7%

消防費�
3.0%

土木費�
18.2％� 商工費�

1.3%
農林水産業費�

8.7%

民生費�
13.6%

衛生費�
6.5%

労働費�
0.0%

災害復旧費�
0.4％�

公債費�15.0％�

諸支出金�0.1％�
議会費�
1.3％�

総務費�
20.2%
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差引残額支出済額収入済額会　　　　計　　　　名

２億４,３２９万円２２億３,４２５万円２４億７,７５４万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 事 業 勘 定 )

８７３万円４,０９８万円４,９７１万円国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 ( 直 診 勘 定 )

０２４億９,３０６万円２４億９,３０６万円老 人 保 健 特 別 会 計

４,７８９万円１１億９,５０３万円１２億４,２９２万円介 護 保 険 特 別 会 計

０４,０４８万円４,０４８万円土 地 取 得 特 別 会 計

０４２６万円４２６万円公 設 地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計

０１,２６２万円１,２６２万円工 業 団 地 造 成 事 業 特 別 会 計

５万円５５８万円５６３万円松ヶ丘南住宅団地造成事業特別会計

０５,３４２万円５,３４２万円佐勢ノ宮住宅団地造成事業特別会計

０８９０万円８９０万円安 達 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

４万円３,９０９万円３,９１３万円岩 代 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

１万円１億２,０４５万円１億２,０４６万円東 和 簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計

０２億１,５７９万円２億１,５７９万円安 達 下 水 道 事 業 特 別 会 計

０１億１,６５４万円１億１,６５４万円岩 代 下 水 道 事 業 特 別 会 計

８６万円２２３万円３０９万円茂 原 財 産 区 特 別 会 計

３０万円３０万円６０万円田 沢 財 産 区 特 別 会 計

４８万円６万円５４万円石 平 財 産 区 特 別 会 計

２９万円６万円３５万円針 道 財 産 区 特 別 会 計

※特別会計とは、特定の事業を行う場合に一般の歳入歳出と区別して処理を行う会計です。

企業会計

※企業会計とは、「地方公営企業法」に基づいて経理を行う会計です。
　収益的収入支出とは、1年間の経営活動に伴い発生する収益とそれに要する費用です。
　資本的収入支出とは、将来の経営活動に備えて行う建設事業等の支出とその財源になる収入です。

下水道事業水道事業宅地造成事業工業団地造成事業区　　　分

２億７,３４８万円３億  ６５１万円００収 入
収 益 的

２億４,１１７万円３億６,３９７万円－９４万円支 出

２億９,４６８万円２億９,２５１万円－－収 入
資 本 的

２億９,３７３万円４億１,４３９万円－－支 出

特別会計

一般会計　歳出（性質別）の内訳

市民１人当たり１７年度決算額歳出（性質別）

３３,９７８円２１億７,２７３万円人 件 費

２４,９４２円 １５億９,４９７万円物 件 費

１,０６５円６,８１２万円維 持 補 修 費

９,４７２円６億５７２万円扶 助 費

２１,１１１円１３億４,９９５万円補 助 費 等

４６,８３９円２９億９,５１６万円普通建設事業費

７０９円 ４,５３４万円災害復旧事業費

 ２６,２３２円１６億７,７４４万円公 債 費

１,１４３円 ７,３０６万円積 立 金

１,０６８円６,８２８万円投資及び出資金

１２円７８万円貸 付 金

１１,１３６円７億１,２０９万円繰 出 金

１７７,７０７円１１３億６,３６４万円歳 出 合 計

歳　出�
（性質別）�災害復旧�

事業費�
0.4%

普通建設事業費�
26.4%

補助費等�
11.9%

扶助費�
5.3%

維持補修費�
0.6%

物件費�
14.0%

公債費�
14.8%

積立金�
0.6%

投資及び出資金�0.6%

貸付金�0.0% 繰出金�
6.3%

人件費�
19.1%
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 平成17年度　二本松市バランスシート（貸借対照表）
※バランスシート（貸借対照表）とは？ 
　市民の生活が豊かで、快適に暮らせるためにつくられた、学校、道路、社会福祉施設などの資産と、そ
れらの整備のために必要となったお金を対比して、市全体の資産価値や負債内容をわかりやすく示した
ものです。なお、作成にあたっては総務省でマニュアル化した全国統一の方式を採用しています。

借方（資産の内容）� 貸方（資産の内容）�

◎有形固定資産　　 　880億1,092万円　　 ［△0.3％］�
　　　　　　　　　 【882億5,691万円】�

◎負　　債　　　　 　383億4,198万円　　　 ［2.5％］�
　　　　　　　　　 【374億1,909万円】�

　学校、道路など建設的な事業に使われたお金の総額で、道
路や建物などは年数に応じて減価償却（価値の見直し）をし
ています。��
　なお、土地については買ったときの価格で計上しています。�

（借入金　　　　　 300億8,142万円）�

　いままで学校、道路などの建設をするための財源とし
て、市が国や銀行等に借金しているお金の残高です。�

（退職給与引当金　　57億5,644万円）�

　市の職員が年度末に全員退職した場合を想定した退職
金です。実際にいま支払うものではありませんが、将来
発生するものとして負債に計上しています。�

（流動負債　　　　　　25億412万円）�

　将来、市が支払わなければならない借金のうちで、１
年以内に支払わなければならないものです。�

◎投資的資産　　　 　　　74億387万円　　　［1.1％］�
　　　　　　　　　　 【73億2,010万円】�

　関係団体への出資金や都市計画基金など、特定目的のため
に貯えているお金です。�

◎流動的資産　　 　　　37億9,672万円　 ［△23.0％］�
　　　　　　　　　　 【49億2,854万円】�

　現金で持っているもののほか、必要時に現金化することの
できる基金、市税などで納めてもらうお金のうちでまだ収入
されていないものです。�

◎正味資産　　 　　　608億6,953万円　　 ［△3.5％］�
　　　　　　　　　 【630億8,646万円】�

　いままで学校、道路などを建設するために使ったお金のう
ち、国や県から補助金として交付されたものや、税金などの
市のお金の総額です。�

計　　　　992億1,151万円�

　　　　【1,005億555万円】�

計　　　　992億1,151万円�

　　　　【1,005億555万円】�

＜分　析＞��
　借方では、有形固定資産についてやや減少を示しており、主な要因としては旧安達町役場建設、安達太良小学校改築、亀谷・白合内線整備等の大規
模事業の完了や市内全域の道路新設改良工事費の縮小により、新規有形固定資産取得価額よりも既存有形固定資産の原価償却額が上回ったためと考え
られます。一方、投資的資産は社会福祉法人への貸し付けにより、やや増加を示しています。また、流動的資産については、市の年度間の財源の不均
衡を調整するため財政調整基金等の基金を取り崩しているために減少を示しています。��
　貸方では、負債が増加しており、これからの世代で負担する金額が増加している傾向を示しています。主な要因としては「国から交付される普通交
付税（正味資産）が減少し、その一部が臨時財政対策債といわれる地方債（負債）に振り替えられたこと」や「有形固定資産の形成が借入金（市債）
を財源として行われるケースが増加していること」があげられます。�

※【　】は平成16年度の金額です。［　］は前年度対比の伸び率です。�

◎債務負担行為に関する情報　�
　・ 物件購入等に係るもの　　　　　　　　14億3,958万円　　［△35.8％］�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【22億4,181万円】�

　・ 債務保証又は損失補償に係るもの　　　44億9,374万円　　  ［△9.1％］�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 【49億4,242万円】�

　・ 利子補給等に係るもの　　　　　　　　　　1,204万円　　  ［△9.2％］�
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【1,326万円】�

人口　平成17年度　63,946人��
　　　平成16年度　64,602人（合併前人口を合算したもの）　��
　　　※人口は３月31日現在の住民基本台帳人口を使用しています。��
　　　※千円未満の端数調整の関係で数値が一致しない場合があります。�

単位：千円�
増減額�平成�１�６�年度�平成�１�７�年度�

１�０�１�,３�６�６�１�,３�７�６�有�形�固�定�資�産�

借方�
３�１�１�３�１�１�６�投�資�的�資�産�

△�１�７�７�６�５�９�流�動�的�資�産�
△�５�１�,５�５�６�１�,５�５�１�資� 産� 計�
２�１�５�７�９�６�０�０�負� 債�

貸方�
△�２�６�９�７�７�９�５�１�正�味�資�産�

市民１人当たりの資産価値と負債内容�

今までの世代が�
負担した金額�

これからの世代が�
負担する金額�

120,000�

100,000�

80,000�

60,000�

40,000�

20,000�

0

14 15 16 17

資産内容の推移�

年度�

40,000�

38,000�

36,000�

34,000�

32,000�

30,000

百
万
円
（
資
産
・
正
味
資
産
）�

百
万
円
（
負
債
）�

正味資産� 資　　産� 負　　債�
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 （平成18年11月30平成18年度　予算執行状況 （平成18年11月30日現在）

　平成１８年度上半期の各会計の執行状況をお知らせします。
　一般会計の現行予算は、当初予算額２４３億４,１０１万円にその後の補正で１５億７,４９９万円が増額となり、２５９億１,６００万円となって
います。各会計ごと及び企業会計の予算執行状況については、次のとおりです。

＜一般会計＞（市の行政経営の基本的な経費）

～歳入用語の説明～ 

◎市税………………………市民税、固定資産税、軽自動車税、たばこ税、入湯税等 
◎地方譲与税………………国税として徴収され、そのまま地方公共団体に対して交付されるお金 
◎地方消費税交付金………県にて清算された地方消費税のうち、一定の基準で市に交付されるお金 
◎地方交付税………………地方公共団体の財源調整を目的として国から交付されるお金 
◎国庫支出金・県支出金…特定の使途のために国（県）から交付されるお金（駅前周辺整備事業に対する補助金等） 
◎繰入金……………………基金（市の預金）を取り崩したお金等 
◎繰越金……………………前年度から持ち越したお金 
◎諸収入……………………各種貸付金元利収入等 
◎市債………………………市の事業や国の施策により発行した借入金 
◎その他……………………地方譲与税、各種交付金、負担金、財産収入等

（単位：千円）

針道財産区石平財産区田沢財産区茂原財産区岩代下水道
事　　　業

安達下水道
事　　　業

東和簡易
水道事業

岩代簡易
水道事業

安達簡易
水道事業区分

２１７２,６４０３８１２,２４０１７５,９７３３８７,６４６２１１,１５３３０５,１００３１,５３８予算額

２９４２,７１１４０２１,８９１８５,８５９１９６,２０５３５,６６４３２,９７７３,９３１収入済額

１３３２,１８５１１７４５７７０,５８５１５３,１３１９３,４３２１１４,９９８９,６４０支出済額

＜企業会計＞（地方公営企業法に基づいて計理を行う会計）
（単位：千円）

下水道事業水道事業宅地造成事業工業団地造成事業
区　　分

収入支出済額予算額収入支出済額予算額収入支出済額予算額収入支出済額予算額
４４２,９４１６３９,６４８４７１,６７２９２８,３７１０１６９,９９３７７６,５４８収　入

収益
２１２,１７８６３２,９９７２８２,６４７９４１,７１７－－５８９７５７,５９４支　出
１１６,６８８４０３,０９３０４５４,２８５－－－－収　入

資本
２０６,４６９５６２,２３２２１０,５２１７６２,０７５－－－－支　出

歳入
予 算 額　２５９億１,６００万円

収入済額　１５１億９,１００万円
予 算 額　２５９億１,６００万円

支出済額　１２３億７,７００万円
歳出

637

342
622

8,620
460

218

435
542

234

240
2,836

871

0

0 2,000 4,000 6,000 8,000

�その他�
�
�市債�
�
�諸収入�
�
�繰越金�
�
�繰入金�
�
�県支出金�
�
�国庫支出金�
�
�地方交付税�
�
�地方消費税交付金�
�
�地方譲与税�
�
�市税� 5,788

3,884

1,123

7,870

1,022

1,429

1,811

1,090

1,033

収入済額�
�
予算額�

百万円� 0 2,000 4,000 6,000 8,000

�その他�

�
�公債費�

�
�教育費�
�
�消防費�

�
�土木費�
�
�商工費�
�
�農水費�

�
�衛生費�
�
�民生費�

�
�総務費�

2,212
4,038

2,330
4,719

835
2,106

405
1,437

769
1,156

1,586
4,065

604
885

1,758
2,854

234

1,644
3,568

1,088

収入済額�
�
予算額�

百万円�

（単位：千円）

佐勢ノ宮住宅
団地造成事業

松ヶ丘南住宅
団地造成事業

工業団地
造成事業

公設地方
卸売市場土地取得

介護保険
（介護サービ
ス事業勘定）

介護保険
（保険事業勘定）老人保健

国民健康保険
（直営診療　
　施設勘定）

国民健康保険
（事業勘定）区分

７３,６２７１０,５４２１２７,３８３２３,１４９９３９１１,０８８３,２８８,４１４６,０３６,１４８１２１,４２９５,７７７,１９４予算額

０５７６１０７,４０２３,４７５３３７２,５２１１,７３９,６００３,４８８,５０８５９,２９０３,０９３,８８３収入済額

４２０１４９４,１５８１０,９５８３３７１,５３８１,８２５,９７３３,４１４,５４０７４,００２３,１０８,３９９支出済額

＜特別会計＞（特定の事業を行うための経費）

※上記表中の「０」は単位未満の数（０を含む）、「－」は該当数字がないことを示します。
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税　

申
告

税税
の
申申
告告
は
お
忘
れ
な
く
！

　
　
　
　
　
　
　
　

２
月
５
日（
月
）〜
３
月　

日（
木
）

15

　

平
成
十
八
年
分
所
得（
平
成
十
八
年
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
所
得
）に

関
す
る
所
得
税
の
確
定
申
告
等
の
時
期
が
間
近
に
な
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
二
月
五
日（
月
）か
ら
三
月
十
五
日（
木
）ま
で
所
得
申
告
相
談

を
行
い
ま
す
。
こ
の
申
告
内
容
が
、
平
成
十
九
年
度
の
市
・
県
民
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
の
賦
課
に
あ
た
っ
て
の
基
礎
と
な
り
ま
す

の
で
適
正
な
申
告
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
前
年
同
様
、
今
回
も
各
個
人
毎
に
申
告
書
の
送
付
は
行
い
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
相
談
は
一
月
一
日
現
在
、

住
所
が
あ
る
地
域
内
の
受
付
会

場
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　

な
お
、
二
本
松
税
務
署
に
よ

る
福
島
県
男
女
共
生
セ
ン
タ
ー

の
受
付
会
場（
二
月
九
日（
金
）

〜
三
月
十
五
日（
木
）ま
で
）は

地
区
指
定
が
あ
り
ま
せ
ん
。

▽
日
程
表
、
申
告
案
内
書
は
、
別

紙
配
布
の
と
お
り
で
す
。

▽
申
告
書
等
は
申
告
会
場
に
備
え

付
け
ま
す
が
、
あ
ら
か
じ
め
必

要
な
方
は
本
庁
・
各
支
所
・
各

住
民
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
受
け

取
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
税

務
署
か
ら
送
付
さ
れ
た
申
告
書

等
が
あ
る
場
合
は
、
申
告
の
際

に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
給
与
収
入
の
あ
っ
た
方
、
公
的

年
金
を
受
給
さ
れ
た
方
は
、
必

ず
源
泉
徴
収
票
の
原
本
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
給
与
の
源
泉

徴
収
票
を
事
業
所
か
ら
交
付
さ

れ
て
い
な
い
方
は
、
事
業
所
に

依
頼
し
申
告
時
ま
で
に
交
付
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

▽
平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、

市
内
に
住
所
が
あ
り
、
平
成
十

八
年
中
に
所
得（
営
業
、
農
業
、

不
動
産
な
ど
の
収
入
及
び
土

地
・
家
屋
等
の
譲
渡
収
入
等
）

が
あ
っ
た
方
。

▽
給
与
所
得
者
で
年
末
調
整
を
し

て
い
な
い
方
。（
昨
年
の
途
中
退

職
、臨
時
的
給
与
収
入
、二
ヵ
所

以
上
か
ら
の
給
与
受
給
等
）

▽
公
的
年
金
受
給
者
で
他
に
収
入

が
あ
っ
た
方
。

▽
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い

る
方
。
介
護
保
険
に
該
当
し
て

い
る
方
な
ら
び
に
平
成
十
九
年

中
に
六
十
五
歳
に
到
達
す
る
方
。

（
収
入
が
な
く
て
も
申
告
が
必

要
で
す
。）

※
所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
た
方

は
、
申
告
の
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
告
相
談
注
意
点

市
・
県
民
税
等
の
申
告

〒964－0074  福島県二本松市岳温泉1－85�
�

ホテル�

TEL（0243）24-2101・24-2201 FAX（0243）24-2760

お一人様�
☆１泊２食（一本付）　  7,000円（税込）�

☆２泊５食（一本付）　13,500円（税込）�

☆３泊８食（一本付）　18,000円（税込）�

� （※10名以上、土曜日、休前日を除く）��

※二本松の広報誌を見たとお伝え下さい。�
二本松市高齢者 温泉等保養健康増進利用券もご利用ください。�

通年企画��

丹精込めてつくり上げた�
　　　　　風味豊かな料理の数々…�

2,000円� 3,000円�
�

申
告
相
談
期
間

申
告
が
必
要
な
方

納税標語コンクール 小学生の部 最優秀作品　納税で 明るい未来と まちづくり



15

広報にほんまつ2007.1

▽
収
入
金
額
が
分
か
る
も
の（
源

泉
徴
収
票
や
報
酬
の
支
払
調
書

等
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険

料
の
領
収
書
、
国
民
年
金
保
険

料
控
除
証
明
書

▽
生
命
保
険
料
、
個
人
年
金
保
険

料
、
損
害
保
険
料
の
保
険
会
社

等
か
ら
の
控
除
証
明
書

▽
被
扶
養
者
の
収
入
金
額
が
分
か

る
も
の（
源
泉
徴
収
票
等
）

▽
申
告
者
や
被
扶
養
者
の
障
害
者

手
帳
等

▽
申
告
者
の
預
貯
金
通
帳
ま
た
は

口
座
番
号
の
分
か
る
も
の

▽
印
章（
印
鑑
、
通
帳
届
出
印
）

営
業
、
不
動
産
収
入
が
あ
る
方

▽
収
支
内
訳
書
及
び
売
り
上
げ
、

仕
入
れ
経
費
等
が
分
か
る
帳
簿
、

領
収
書
ま
た
は
書
類
等

土
地
・
家
屋
の
譲
渡
が
あ
っ
た
方

▽
売
買
契
約
書
及
び
仲
介
手
数
料
、

測
量
費
等
の
領
収
書

▽
公
共
事
業
等
の
特
例
適
用
に
係

る
証
明
書（
金
額
の
多
少
に
か

か
わ
ら
ず
必
ず
準
備
し
て
く
だ

さ
い
）

農
業
収
入
が
あ
る
方

▽
収
支
内
訳
書
及
び
収
入
金
額
の

分
か
る
帳
簿
、
書
類（
農
業
経

営
概
況
調
査
表
）等

▽
農
業
機
械
購
入
、
農
機
具
等
の

修
繕
費
、
農
作
業
委
託
等
の
領

収
書

▽
農
業
者
年
金
の
領
収
書

※
農
業
所
得
に
つ
い
て
は
、
平
成

十
五
年
分
の
申
告
か
ら
収
支
計

算
に
よ
る
申
告
が
原
則
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

収
支
計
算
を
行
う
に
は
収
入

と
経
費
の
分
か
る
資
料
が
必
要

に
な
り
ま
す
。ご
不
明
な
点
は
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

▽
農
業
経
営
概
況
調
査
表

　
　

昨
年
ま
で
は
事
前
に
回
収
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
回
よ
り
事

前
回
収
は
行
い
ま
せ
ん
。
調
査

表
は
一
月
上
旬
に
税
務
連
絡
員

を
通
し
て
送
り
ま
す
の
で
、
必

要
事
項
を
記
入
し
て
申
告
相
談

の
際
に
必
ず
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場
合

▽
平
成
十
八
年
中
の
医
療
費
の
領

収
書（
一
年
間
に
支
払
っ
た
医

療
費
は
あ
ら
か
じ
め
集
計
し
て

ご
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。）

▽
高
額
療
養
費
に
該
当
し
た
場
合

や
生
命
保
険
等
か
ら
給
付
を
受

け
た
場
合
は
、
補
て
ん
さ
れ
た

金
額
が
分
か
る
も
の

　

平
日
に
申
告
相
談
で
き
な
い
方

の
た
め
に
、
休
日
申
告
相
談
日
を

設
け
地
区
指
定
を
行
わ
ず
全
地
区

の
受
付
を
行
い
ま
す
。

▽
期　
　

日　

三
月
十
一
日（
日
）

▽
受
付
時
間　

午
前
九
時
〜
十
一

時
・
午
後
一
時
〜
三
時

※
受
付
時
間
以
外
の
受
付
は
で
き

ま
せ
ん
。

▽
受
付
会
場

　

住
所
地
の
受
付
会
場

※
多
数
の
来
場
者
に
よ
り
、
平
日

以
上
の
待
ち
時
間
と
な
る
こ
と

も
予
想
さ
れ
ま
す
。

申
告
相
談
に
つ
い
て
の
お
願
い

▽
指
定
さ
れ
た
時
間
帯
に
申
告
で

き
な
い
方
は
、
な
る
べ
く
自
分

の
該
当
地
区
会
場
の
日
程
内
に

申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
会
場
を
移
動
し
て
行
う
二
本
松

地
域
及
び
岩
代
地
域
の
方
で
、

該
当
す
る
会
場
で
の
申
告
が
で

き
な
い
た
め
他
の
会
場
で
申
告

す
る
場
合
は
資
料
準
備
の
都
合

上
、
本
庁
又
は
支
所
へ
前
日
ま

で
に
電
話
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▽
申
告
相
談
は
指
定
地
区
の
方
を

優
先
し
ま
す
。
地
区
外
の
方
が

申
告
す
る
場
合
は
多
少
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

▽
税
務
署
の
判
断
を
必
要
と
す
る

複
雑
な
申
告
内
容
の
場
合（
株

式
譲
渡
、
先
物
取
引
、
土
地
・

家
屋
の
譲
渡
等
）は
、
男
女
共

生
セ
ン
タ
ー
へ
行
っ
て
い
た
だ

く
場
合
も
あ
り
ま
す
。

▽
申
告
相
談
期
間
中
は
、
申
告
相

談
会
場
以
外
の
本
庁
税
務
課
及

び
各
支
所
税
務
係
で
の
受
付
は

で
き
ま
せ
ん
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

税
務
課
市
民
税
係

やすらぎの丘�
全日本葬祭業協同組合連合会加盟�

葬儀のすべてのご相談・ご用命は�

丸又葬儀社�
丸又ふれあい会　会員募集中�

有限�
会社�
本　　　店／〒964-0917 福島県二本松市本町2丁目99-2�
二本松斎場／〒964-0875 福島県二本松市槻木257-5

�0243－22－5598

��フリーダイヤル� 0120－03－5598

休
日
納
税
相
談
窓
口
を
開
設

　

平
日
に
お
仕
事
等
で
忙
し
い
方

や
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
り

納
税
が
遅
れ
て
い
る
方
を
対
象
に

「
休
日
納
税
相
談
窓
口
」を
開
設
し

ま
す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

日　

時　

一
月
二
十
八
日（
日
）

　
　
　
　

午
前
九
時
〜
正
午

会　

場　

市
役
所
一
階
収
納
課

※
正
面
玄
関
右
奥
の
出
入
口

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

収
納
課
収
納
徴
収
係

申
告
に
必
要
な
も
の

休
日
申
告
相
談
日

納税標語コンクール 中学生の部 最優秀作品　快適で 豊かな暮らし 納税で
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第18回福島県市町村対抗駅伝競走大会

躍進「二本松市駅伝チーム」　総合 第第第第第第第第第第第第第第第第３３３３３３３３３３３３３３３３位位位位位位位位位位位位位位位位第３位
　１１月１９日、県内市町村代表５３チームが出
場し９６.２㎞１６区間で激戦が繰り広げられた
結果、二本松市チームは５時間１１分３９秒の
記録で郡山市を僅か１３秒差で退け、須賀川
市・福島市に次いで総合第３位の成績を収
めました。
　後半戦の第１２区杉田地内では地元出身の
鈴木一弥選手がトップに立ち、市内区間の
第１４区まで先頭で駆け抜けるなど、合併に
よる戦力アップに期待が寄せられた中、強
い二本松をアピールしタスキリレーを展開
しました。
　市体育協会による駅伝応援団は前半区間
から県庁ゴールまでの各区間要所で声援を
送り、また市内の沿道でも大勢の市民が二
本松市チームの力走に熱いエールを送りま
した。

▲序盤の流れを作った２区仲野選手▲白河総合運動公園でのスタート

▲９区菅野選手からエース区間の10区齋藤選手へ
　タスキリレー

▲市役所前をトップでタスキリレー
　する鈴木選手と丹野選手

▲最終16区菅野選手が躍進を締めくくるゴール

（総合成績）優　勝　須賀川市、準優勝　福島市、第３位　二本松市（以上が入賞）、
　　　　　第４位　郡山市、第５位　田村市、第６位　いわき市

▲戦い終えた選手・サポート・応援団
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安安達達公公民民館館にに
児児童童図図書書ココーーナナーーをを開開設設

安安達達公公民民館館にに
児児童童図図書書ココーーナナーーをを開開設設

安達公民館に
児童図書コーナーを開設

　１２月３日、いつかきた路遊歩道（上太田字仏台）と六角は

つらつセンターで、岩代どんぐりクラブ森林教室が開催さ

れました。時折、小雪のちらつく寒い日となりましたが、

子供たち２６名が元気に参加、森林散策と簡単なクラフト作

りを楽しみました。

　森林散策では、福島県森の案内人の方の指導で、落ち葉

をふみしめながら木々の様子を観察したり、木の実やマツ

ボックリなどを探してチェックする「フィールドビンゴ

ゲーム」に挑戦したりと、参加者たちは普段できない森林

とのふれあいをゆっくりと満喫していました。

冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬冬ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森ををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩歩こここここここここここここここここここここここここここここここここここここここここううううううううううううううううううううううううううううううううううううううううう！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！！冬の森を歩こう！
岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩岩代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代代どどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどどんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんんぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐぐりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりりクククククククククククククククククククククククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララララララララララララララララララララララブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブ森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森森林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林林教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催岩代どんぐりクラブ森林教室開催

　渋川地区二本柳町内会の集会施設として、「二本柳コミュニ

ティセンター」が完成し、１２月３日に開所式が行われました。

　この施設は、財団法人自治総合センターからのコミュニ

ティ助成（宝くじ助成）を受けて建設されました。木造２階建

て、総面積は１９１.２８㎡（５７.８坪）の施設で、１階に多目的ホール、

調理実習室、２階に講座兼サークル活動室、

談話室を配置し、町内会等の各種会合に利

用するほか、料理教室や民謡教室など様々

な行事に利用する事が予定されています。

二本柳コミュニティセンターで開所式
～安達地域渋川地区二本柳町内会～

�

�

�

�

��������������������������������������������������������

��������������������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

　このほど、故・松本正さん（油井字福岡）、安在政隆さん

（下川崎字荒屋敷）から、安達公民館に「児童図書」７８０冊を寄

贈いただきました。

　お二人は、旧安達町の教育行政に長年携わられ、合併を

機に、「児童図書の充実に」と寄贈いただいたものです。

　寄贈図書は、「児童文学全集」、「小学生向け学習参考書」、

「科学図鑑」、「絵本」など、大変充実したものです。

　蔵書は、「児童図書コーナー」として安達公民館一階に設

置し、１月４日から閲覧・貸出を開始しますので、お気軽

にご利用ください。
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学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、
１
４
６
人

・
ク
ラ
ス
数　
　
　

７
ク
ラ
ス

・
学
区
域
の
南
か
ら
東
側
を
阿
武

隈
川
が
流
れ
、
安
達
駅
か
ら
東

へ
３
㎞
ほ
ど
の
高
台
に
あ
る
学

校
で
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
安
齋
く
ん

　

み
ん
な
明
る
く
元
気
で
す
。
晴

れ
の
日
は
、
み
ん
な
仲
良
く
広
い

校
庭
に
飛
び
出
し
、
ボ
ー
ル
を

使
っ
て
サ
ッ
カ
ー
な
ど
を
し
て
遊

ん
で
い
ま
す
。

▼
安
齋
さ
ん

　

１
３
０
年
以
上
の
伝
統
が
あ
っ

て
と
て
も
歴
史
の
深
い
学
校
で
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
安
齋
く
ん

　

今
年
か
ら
校
内
音
楽
発
表
会
が

行
わ
れ
て
、
１
年
か
ら
６
年
ま
で

そ
れ
ぞ
れ
２
・
３
曲
ず
つ
発
表
し

て
地
域
の
方
々
に
聴
い
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

▼
安
齋
さ
ん

　
　

月
に「
岳
温
泉
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

１０
ジ
ャ
ン
ボ
カ
ボ
チ
ャ
収
穫
祭
」の

カ
ボ
チ
ャ
コ
ン
テ
ス
ト
・
ペ
イ
ン

テ
ィ
ン
グ
部
門
に
、
６
年
生
が
自

分
達
で
育
て
た
も
の
を
出
品
し
て
、

優
勝
し
た
こ
と
で
す
。

上
川
崎
小
学
校

安
齋
伊
知
郎
く
ん（
６
年
）

安
齋
花
那
恵
さ
ん（
６
年
）

（第１０回）

 安  齋 　
あん ざい

 叶 
きょう

 悟 くん
ご

平成１８年１月生（小沢）

父：正二郎さん　母：友香さん

ご両親から一言：１歳おめでと

う。これからもお兄ちゃんに負

けない位、元気に育ってね。

 本  田 　 菜  々   子 ちゃん
ほん だ な な こ

平成１５年１月生（針道）

父：正典さん　母：里美さん

ご両親から一言：菜々ちゃんがい

てくれるだけでとても幸せです。あ

りがとう!!元気にすくすく育ってね。

 大内 　 裕  也 くん
おおうち ゆう や

平成１５年１月生（竹田）

父：淳さん　母：小百合さん

ご両親から一言：毎日とっても

元気な裕くん。弟・嵩くんと仲

良く遊んであげてね。

 高  島 　 栞  愛 ちゃん
たか しま かん な

平成１８年１月生（中里）

父：広行さん　母：愛里さん

ご両親から一言：いつもニコニ

コ笑顔の栞愛。これからも元気

いっぱい育ってね。

 紹介者

 加  藤 　 涼 ちゃん
か とう りょう

平成１４年１月生（本町）

父：森一さん　母：美和子さん

ご両親から一言：ちょっと意地っ

張りだけどとっても優しいお姉さん。

元気で素直な女の子になってね!!

 酒  井 　 萌 ちゃん
さか い もえ

平成１８年１月生（油井）

父：忍さん　母：香保里さん

ご両親から一言：少しずつ、ゆっく

りと成長しています。頑張り屋の萌ちゃ

んを、家族みんなで見守っています。
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リ
レ
ー
ト
ー
ク�
リ
レ
ー
ト
ー
ク�

第
１０
回�

小泉　愛さん（21歳）
新殿在住

　

私
は
現
在
、
ベ
イ
シ
ア
安
達
店
内
に
あ
る
眼
鏡

屋
さ
ん
に
勤
め
て
い
ま
す
。
本
宮
市
を
本
店
に
、

全
４
店
舗
あ
り
ま
す
。
地
元
の
方
が
気
軽
に
来
て

頂
け
る
様
な
、
地
域
に
合
わ
せ
た
店
づ
く
り
を
し

て
い
ま
す
。

　

元
々
接
客
業
が
好
き
で
、
職
場
の
先
輩
方
も
優

し
い
の
で
毎
日
充
実
し
て
過
ご
し
て
い
ま
す
。

「
見
る
」と
い
う
人
間
の
体
の
機
能
は
生
き
て
い
く

上
で
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
り
、
よ
り
良
い
生
活

に
す
る
為
の
手
助
け
を
す
る
の
が
私
達
の
仕
事
で

す
。
検
眼
や
眼
鏡
の
加
工
、
目
の
仕
組
み
等
、
最

初
は
覚
え
る
事
が
沢
山
あ
り
ま
し
た
。
い
ざ
実
践

し
て
み
て
も
、
目
の
状
態
や
見
え
方
は
様
々
。

日
々
、
勉
強
さ
せ
て
貰
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、

お
客
様
か
ら
の「
よ
く
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
、

あ
り
が
と
う
。」等
の
言
葉
は
、
次
も
役
立
ち
た
い
、

と
励
み
に
な
り
ま
す
。

　

来
店
さ
れ
る
お
客
様
の
ほ
と
ん
ど
が
地
元
の
方

で
す
。
社
会
人
に
な
っ
て
、
ま
だ
３
年
で
す
が
、

こ
れ
か
ら
更
に
沢
山
の
人
と
触
れ
合
い
、
地
域
で

活
躍
し
て
い
き
た
い
で
す
。

学
校
の
概
要
は
？

・
全
校
児
童
数
は
、　

人
３０

・
ク
ラ
ス
数　
　
　

４
ク
ラ
ス

・
富
士
山
が
見
え
る
最
北
端
に
位

置
す
る
羽
山
の
中
腹
に
あ
る
学

校
で
す
。

ど
ん
な
学
校
で
す
か
？

▼
大
内
く
ん

　

二
本
松
市
で
一
番
児
童
数
の
少

な
い
学
校
で
す
。
で
も
全
校
生
で

地
域
の
特
産
物
り
ん
ご
の
受
粉
か

ら
収
穫
ま
で
行
っ
た
り
、
合
奏
で

地
区
音
楽
祭
に
出
場
し
た
り
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
、
駅
伝
、
カ
ヌ
ー

等
何
事
に
も
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

▼
本
多
さ
ん

　

全
校
生
と
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
が
一
緒
に
花
い
っ
ぱ
い
活
動
を

行
い
、
校
舎
の
周
り
や
道
路
脇
に

花
を
い
っ
ぱ
い
咲
か
せ
て
き
れ
い

な
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
自
慢
で
き
る
と
こ
ろ
を
紹

介
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
本
多
さ
ん

　

一
人
暮
ら
し
の
老
人
の
お
家
を

訪
問
し
て
話
し
合
っ
た
り
、
庭
の

掃
除
を
手
伝
っ
た
り
、
き
れ
い
な

花
を
育
て
た
り
、
優
し
い
心
が
あ

ふ
れ
て
い
る
学
校
で
す
。

▼
大
内
く
ん

　

少
な
い
人
数
だ
け
れ
ど
全
員
一

丸
と
な
っ
て
何
事
に
も
取
り
組
み

ま
す
。
清
掃
活
動
も
校
庭
の
草
む

し
り
も
、
遊
ぶ
と
き
も
み
ん
な
一

緒
で
す
。

南
戸
沢
小
学
校

 紹介者

大
内　

政
樹
く
ん（
６
年
）

本
多　

美
咲
さ
ん（
６
年
）
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食
中
毒
と
い
う
と
梅
雨
時
や

夏
に
多
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
冬
も
多
く
発
生
し
ま
す
。

そ
の
原
因
の
多
く
は「
ノ
ロ
ウ

イ
ル
ス
」に
よ
る
も
の
で
す
。

★
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
食
中
毒
と
は

　

気
温
の
低
下
す
る
冬
か
ら
春

先
に
多
く
発
生
し
ま
す
。
食
べ

て
か
ら
症
状
が
出
る
ま
で
に
、

通
常
１
〜
２
日
か
か
り
ま
す
。

主
な
症
状
は
、
吐
き
気
、
嘔
吐
、

下
痢
、
腹
痛
、
軽
度
な
発
熱
な

ど
で
す
。

　

一
般
的
に
は
比
較
的
症
状
は

軽
く
１
〜
２
日
で
治
り
ま
す
が
、

ま
れ
に
１
日　

回
程
度
の
激
し

２０

い
下
痢
を
す
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
の
で
、
油
断
は
禁
物
で
す
。

★
原
因
と
な
る
食
べ
物

　

カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
に
よ
る

食
中
毒
が
多
く
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
で
汚
染
さ
れ

た
二
枚
貝
を
生
や
不
十
分
な
加

熱
調
理
で
食
べ
た
り
、
ウ
イ
ル

ス
を
持
っ
た
人
が
手
を
良
く
洗

わ
ず
に
調
理
を
し
た
場
合
、
食

中
毒
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

★
食
中
毒
の
予
防
方
法

▽
加
熱
処
理
で
感
染
防
止

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
は
熱
に
弱
い

の
で
、カ
キ
な
ど
の
二
枚
貝
の

生
食
は
出
来
る
だ
け
避
け
、十
分

に
火
を
通
し
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

▽
よ
く
洗
う

　

ト
イ
レ
の
後
、
調
理
の
前
、

食
事
の
前
に
は
、
よ
く
手
を
洗

い
ま
し
ょ
う
。

▽
二
次
感
染
に
注
意

　

患
者
の
便
や
嘔
吐
物
を
片
付

け
る
と
き
は
、
手
袋
を
使
用
し

ま
し
ょ
う
。

※
嘔
吐
や
下
痢
が
あ
る
場
合
は
、

早
め
に
医
療
機
関
を
受
診
し

ま
し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

 

食
中
毒
に
つ
い
て

健　康　相　談
内　　容受付時間場　　　所実施日

保健相談

９：００～　
　１１：００

二本松保健センター

１月１５日�
保健相談・栄養相談安達保健福祉センター

保健相談
岩代保健センター

東和保健センター

＊１月は第１月曜日が祝日のため1回のみとなります。

（岩代地区） ◎問い合わせ…小浜保育所　�（５５）２１２４

会場日時（受付時間）行事名

子育て支援
センター

９：３０～
 １１：３０

１１日、１５日、１８日、
２２日、２５日、２９日

すくすく
サークル

（月・木曜）

（東和地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（６６）２５００

会場日時（受付時間）行事名

東和保健センター１０：００～１７日育児サークル
（水曜）

（二本松地区） ◎問い合わせ…子育て支援センター　�（２３）０４１５

概要会場日時（受付時間）行事名

２歳児からの
親子対象子育て支援

センター
（二本松保健
センター２階）

９：４５～
 １１：３０

１０日、１７日、
２４日、３１日

育児のひろば
（毎水曜）

０歳・１歳児
親子対象

１０：１５～
  １１：３０

１２日、１９日、
２６日

親子教室
（毎金曜）

（安達地区） ◎問い合わせ…保健福祉課　�（２３）９０７６

概要会場日時（受付時間）行事名

年齢制限なし
（保護者同伴）

安達保健福祉
センター

１０:００～
 １１:３０

１１日、１８日、
２５日

育児クラブ
（毎木曜）

育　児　教　室

１.１％�１.１％�
定期積金�定期積金�定期積金�

・毎月の掛込み金は口座からの振替
　となります。��
・原則として満期日前の解約はでき
　ません（中途解約の場合は普通預
　金の金利が適用されます）。��
・掛込金を先払いするお取扱はでき
　ません。��
・本商品は預金保険制度の対象商品
　です。�

ご注意�●お取扱期間：平成18年12月１日～平成19年１月31日�
　（期間中であっても募集契約額20億円に達し次第、締め��
　　切らせていただきます。）��
●掛込み期間：３年（36回）、５年（60回）��
●掛込み方法：口座振替��
●ご利用いただける方：個人または一般法人の方��
●毎月の掛込み金額：毎月１万円以上��
●お取扱店舗：本店営業部・根崎支店・岩代支店・�
　　　　　　　東和支店・安達支店・金色支店�

年利�１.１％�（税引後　0.88％）�
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休日当番医
▽診療時間／（９：００～１７：００）　★印は正午まで。
　岩代（◎印）、東和地区（○印）
＊印は、診療科目に小児科の表示がある医療機関

１月１日
�（２３）００２４市 内 若 宮野 地 眼 科 医 院
�（２２）３２１５市 内 郭 内�医 森 小 児 科 医 院＊
�（３４）４１００本宮町字仲町池 田 眼 科 医 院

２日
�（２３）５１５８市 内 根 崎�医 慈水会みずのクリニック
�（２３）１２３１市内成田町社会保険二本松病院 
�（３３）２７２１本宮町字南町裡�医 慈 久 会　 谷病院＊

３日
�（２２）５５１２市 内 羽 石みうら内科クリニック＊
�（２３）２６２７市 内 油 井�医 菊慈会きくち整形外科
�（３３）１０８８本宮町字仲町�医 国 分 整形外科医院

７日
�（２３）３３８７市 内 若 宮桑島耳鼻咽喉科医院
�（２２）６６８８市 内 槻 木土 川 内 科 小 児 科＊
�（５６）２４６１市内百目木（◎）岩代国保診療所（◎）★
�（３３）２５８８本宮町大字青田�医 落 合 会　 東北病院

８日
�（２２）３００１市 内 若 宮�医 安齋内科胃腸科医院
�（２２）０３０１市 内 本 町本田レディスクリニック
�（３４）６４１８本宮町大字高木�医 よしだこどもクリニック＊

１４日
�（２２）０６８２市 内 根 崎整形外科内科　小林医院
�（２２）０１７４市 内 油 井�医 佐藤内科胃腸科医院＊
�（４６）２００１市内針道（○）小 野 崎 医 院（○）★
�（４４）２００８白沢村白岩白沢村国保白岩診療所

２１日
�（２３）２１１１市 内 若 宮�医 外科胃腸科肛門科原医院
�（２２）９２５５市 内 表�医 ダザイ胃腸科内科医院
�（５５）２３４３市内小浜（◎）�医 広仁会　金子医院＊（◎）
�（６３）２３３３本宮町字一ツ屋よ し だ 内 科

２８日
�（２２）３２１５市 内 郭 内�医 森 小 児 科 医 院 ＊
�（２３）１２３１市内成田町社会保険二本松病院
�（５５）２３０３市内小浜（◎）和 田 医 院（◎）★
�（３４）３３１１本宮町大字高�医 渡 辺 ク リ ニ ッ ク

２月４日
�（２３）００２４市 内 若 宮野 地 眼 科 医 院
�（２２）８８００市 内 油 井�医 かさい小児科クリニック＊
�（５６）２４６１市内百目木（◎）岩代国保診療所（◎）★
�（３４）２４６３本宮町字馬場吉 田 医 院

休日緊急歯科当番医
▽診療時間／（１０：００～１６：００）

（注意）休日緊急歯科当番医は、緊急な場合の応急処置的な治療を目的に開設
しております。緊急を要しない場合や高度な治療を必要とする場合は、通常
の開業時間に受診ください。

１月１日
�（２２）００５７市 内 本 町渡 辺 歯 科 医 院

７日
�（２３）１９９０市 内 本 町枡 病 院  歯 科

８日
�（２２）００３３市 内 本 町岩 本 歯 科 医 院

１４日
�（２３）０７５０市 内 向 原大 内 歯 科 医 院

２１日
�（２２）２２７７市内金色久保伊 藤 歯 科 医 院

２８日
�（５５）３００８市 内 小 浜み う ら 歯 科 医 院

２月４日
�（４６）２８１４市 内 針 道さ い と う 歯 科 医 院

母　親　教　室
対 象 者 ： 妊娠５か月以降で体調のよい方。

※歯科・離乳食の時は、子育て中のお母さんもご参加く
ださい。

場　　所 ： 安達保健福祉センター
時　　間 ： 受付１３：００～１３：３０　終了１６：００
申し込み ： 実施日の２日前までにお申し込みください。
※お子さんと一緒の参加も可能です。予約時にご相談ください。

準備物など内　　　　容実施日
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠中のお口の手入れと
赤ちゃんの歯の成長１月３０日�

◎問い合わせ…健康増進課保健指導係　�（２３）１１１１
　　　　　　　安達支所保健福祉課保健係　�（２３）９０７６
　　　　　　　岩代支所保健福祉課保健係　�（６５）２８２０
　　　　　　　東和支所保健福祉課保健係　�（６６）２４９８

　乳 幼 児 健 康 診 査
　対象地区以外の会場で受けることもできますが、対象地区の保健セ
ンターへ事前に連絡してください。

４か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～ 
 １４：００

二本松保健
センター１月２３日�

１８年９月生
安達・岩代・
東和

１２：４５～
 １３：４５

安達保健福祉
センター１月１０日�

１０か月児健康診査
・個別健診で実施していますので、実施医療機関に予約のうえ受診し
てください。
　なお、10か月で受診できなかった場合は、生後11か月まで（１歳の
誕生日の前日まで）受けることができます。

１歳６か月児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～ 
 １４：００

二本松保健
センター１月２２日�

１７年６月生
安達・岩代・
東和

１２：４５～ 
 １３：４５

安達保健福祉
センター１月１１日�

３歳児健康診査
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松１３：００～ 
 １４：００

二本松保健セ
ンター１月２４日�

１５年９月生
安達・岩代・
東和

１２：４５～ 
 １３：４５

安達保健福祉
センター１月１６日�

２歳児健康相談（保健センターにより開催回数が違います。）
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松９：００～１０：００二本松保健
センター１月２２日�１６年１０月生

安達９：００～１０：００安達保健福祉
センター１月１７日�１６年１０月　

　～１２月生

（各保健センター予定　二本松：毎月、安達：４・７・１０・１月、
岩代：６・９・１２・３月、東和：５・８・１１・２月に開催）

　乳 幼 児 健 康 相 談
　健康相談は各保健センターで実施します。対象地区以外での相談を希
望する場合は、対象地区の保健センターへ事前に連絡をしてください。

７か月児・１歳児健康相談
対象地区受付時間場　　所期　日該当者

二本松
９：００～９：３０１７年１２月生二本松保健

センター１月２３日�

１７年
１２月・
１８年
６月生

９：３０～１０：００１８年６月生

安達
８：４０～９：００１７年１２月生安達保健福祉

センター１月１０日�
９：００～９：２０１８年６月生

岩代
８：４０～９：００１７年１２月生岩代保健

センター１月１８日�
９：００～９：２０１８年６月生

東和
８：４０～９：００１７年１２月生東和保健

センター１月１６日�
９：００～９：２０１８年６月生
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まゆみ生活発表会
（まゆみ幼稚園・子供
　の館 中里保育園 ）

連絡先：
　　まゆみ幼稚園 
　　 �（２２）０１４５

開　演
９：３０

１月２７日
�

※詳しくは、市コンサートホールにお問い
合わせください。�＆ＦＡＸ（２２）５５０１

市役所�
　二本松市金色403-1�
　�（23）1111�
安達支所�
　二本松市油井字濡石１-２�
　�（23）1221�
岩代支所�
　二本松市小浜字北月山27�
　�（55）2111�
東和支所�
　二本松市針道字蔵下22�
　�（46）2111�

市ホームページアドレス�
http://www.city.�
      　　 nihonmatsu.lg.jp/

●人口と世帯数�
現住人口�
１２月１日現在（前月比）�
・人　口�
　男　31,377人（－19）�
　女　32,828人（－47）�
　計　64,205人（－66）�
・世帯数�
　19,076世帯（＋５）�
（注：住民基本台帳人口）�
●今月の納税�
　（納期限1月31日）�
・市民税および県民税（４期）�
・国民健康保険税（７期）�
・介護保険料（７期）�
●今月の水道修繕当番�
・二本松地域・安達地域�
　㈱大敬工業所�
　　�（22）7455（昼・休日）�
　　�（48）3665（夜）�
・岩代地域・東和地域�
　㈱元晃工業　�（23）3880

催　
　

し

二本松地域　自治センター　１月１１日� 　午後１時～午後３時　　　　　　　　　
　　　　２月１日� 　午後１時～午後３時

無料
人権・行政
相談所

　

消
防
団
の
士
気
高
揚
と
一
年
間

の
無
火
災
を
祈
願
し
て
、
消
防
団

出
初
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

団
員
の
観
閲
行
進
と
消
防
車
両

の
観
閲
パ
レ
ー
ド
に
引
き
続
き
、

式
典
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご

覧
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

１
月
８
日（
月
・
祝
）

　

▽
パ
レ
ー
ド（
本
町
通
り
）

　
　

午
前　

時
〜

１０

　

▽
式
典（
二
本
松
市
民
会
館
）

　
　

午
前　

時
〜

１１

◎
お
知
ら
せ

　

当
日
は
午
前
９
時　

分
か
ら
、

５０

パ
レ
ー
ド
を
行
う
本
町
通
り
全
線

が
交
通
規
制
さ
れ
通
行
止
め
と
な

り
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
午
前
７
時
に
団
員
招
集

の
た
め
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
火
災
と
間
違
わ
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

生
活
環
境
課
市
民
生
活
係

消
防
団
出
初
式
開
催

○新二本松市合併記念

地場産品大直売会
 『『『『『『『『『『直直直直直直直直直直売売売売売売売売売売所所所所所所所所所所大大大大大大大大大大集集集集集集集集集集合合合合合合合合合合』』』』』』』』』』『直売所大集合』
　市内の各直売所が出店して地元野菜

や加工品を即売・試食・試飲を行いま

す。

開催時間　午前１１時～午後５時

　　　（講演会実施中は休止します。）

二産二消

◎問い合わせ…農政課総合農政係

　｢食｣を通して農業への理解を深め、
改めて二本松の｢農｣を見直してみませ
んか？
　各種イベントが盛りだくさんです！

－入場は無料です－

開催日　２月３日�
会　場　二本松市民会館

○食と農の講演会
　『これでよいのか
　　日本の 食と農』
開催時間
　午後２時～午後４時

講　師　
　小泉武夫先生
　（東京農業大学教授・福島県小野町出身）

●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●　　　●

豆腐・納豆、地粉パンなど安達地

方の特産物を大盤振る舞い！

旧正月旧正月
福袋大サービス販売福袋大サービス販売

旧正月
福袋大サービス販売

温泉利用のデイサービス�温泉利用のデイサービス�温泉利用のデイサービス�
～　心から くつろげるサービスを　～�

○ゆったりとした大浴場の温泉入浴。�
○当旅館の板前が腕によりをかけたお料理。�
○ご自宅までお車にて送迎いたします。�

〒964-0074　二本松市岳温泉1-7�
FAX 0243－61－1881

デイサービス専用電話�
TEL 0243－24－3341

※１回分のご利用料金となります。�

※おむつ代、レクリエーション、
その他個人使用分は実費となり
ます。�

ご利用料金のご案内（個人負担分）�

基本料＋入浴� 食　費� 合　計�

経過的要介護�

要介護１�

要介護２�

要介護３�

要介護４�

要介護５�

￥650

￥1,308�

￥1,377�

￥1,489�

￥1,601�

￥1,713�

￥1,825

　￥608＋￥50�

　￥677＋￥50�

　￥789＋￥50�

　￥901＋￥50�

￥1,013＋￥50�

￥1,125＋￥50 介護保険事業者番号　0771000411

予防通所介護受付中�

市主催による大山忠作先生文化勲章受章祝賀会は、３月３日に開催いたします。
詳しい案内は、１月下旬ごろにお知らせいたします。

第４回

食食食食食食食食食食とととととととととと農農農農農農農農農農ののののののののののフフフフフフフフフフェェェェェェェェェェスススススススススステテテテテテテテテティィィィィィィィィィババババババババババルルルルルルルルルル 食と農のフェスティバル
二二二二二二二二二二本本本本本本本本本本松松松松松松松松松松のののののののののの二本松の
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募　
　

集

教
室
・
講
座

　

に
ほ
ん
ま
つ
地
球
市
民
の
会

「
地
球
市
民
の
集
い
」に
お
い
て
、

山
田
耕
平
氏
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

　

会
員
以
外
の
方
も
、
ぜ
ひ
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日　

時　

２
月
３
日（
土
）

　
　
　
　

午
後
６
時

会　

場　

二
本
松
御
苑

講　

師　
 
山  
田  
耕  
平 
氏

や
ま 
だ 
こ
う 
へ
い

入
場
料　

無　

料

　
（
講
演
会
後
の
交
流
会
は
、

　
　
　
　

参
加
費
２，
０
０
０
円
）

　

山
田
氏
は
青
年
海
外
協
力
隊
二

本
松
訓
練
所
を
修
了
し
た
青
年
海

外
協
力
隊
Ｏ
Ｂ
で
す
。
赴
任
先
の

ア
フ
リ
カ
・
マ
ラ
ウ
イ
共
和
国
に

お
い
て
エ
イ
ズ
予
防
啓
発
の
歌
を

製
作
し
、
そ
の
曲
は
マ
ラ
ウ
イ
の

ヒ
ッ
ト
チ
ャ
ー
ト
１
位
に
輝
き
ま

し
た
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

に
ほ
ん
ま
つ
地
球
市
民
の
会
事

務
局（
企
画
振
興
課
国
際
交
流

係
内
）

日　

時（
毎
回
水
曜
日
）

　

２
月　

日
、　

日
、

２１

２８

　

３
月
７
日
、　

日（
全
４
回
）

１４

　

午
後
７
時
〜
午
後
８
時　

分
３０

会　

場　

二
本
松
中
央
公
民
館

　
（
二
本
松
文
化
セ
ン
タ
ー
）

講
師
お
よ
び
テ
ー
マ

▽
日
本
テ
レ
ビ
キ
ャ
ス
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

橋
本　

五
郎
氏

　
「
ど
う
な
る
日
本
」

▽
会
津
大
学
教
授　

程
子　

学
氏

　
「
中
国
の
過
去
、
現
在
、
未
来
」

▽
日
本
銀
行
福
島
支
店
長

 

鉢
村　

建
氏

　
「
お
金
と
社
会（
物
と
心
）」

▽
福
島
民
報
社

受
講
対
象　

市
民
お
よ
び
市
内
事

業
所
等
に
勤
務
の
方

定　
　

員　
　

名（
先
着
順
）

７０

受 
講 
料　

１，
０
０
０
円

申
込
方
法

　

二
本
松
中
央
公
民
館
窓
口
へ
受

講
料
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

申
込
期
間　

随　

時

山
田
耕
平
氏
講
演
会
開
催

「
わ
か
り
や
す
い
政
治
経
済
学
」

 

受
講
生
募
集

市民課窓口日曜サービス（本庁のみ）／年末年始を除く毎週日曜日午前８時３０分から正午

　

景
観
施
策
等
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
市

の
諮
問
機
関
の
景
観
審
議
会
委
員

を
募
集
し
ま
す
。

募
集
人
員　

３
人

任　
　

期　

２
年

応
募
資
格

　

以
下
の
全
て
の
事
項
を
満
た
す

方
と
し
ま
す
。

・
景
観
に
日
ご
ろ
か
ら
関
心
の
あ

る
方

・
市
内
に
住
所
を
有
し
、
現
に
市

内
に
居
住
し
て
い
る
方

・
満　

歳
以
上
の
方

２０

・
市
議
会
議
員
、
市
の
職
員
、
市

の
他
の
審
議
会
委
員
で
な
い
方

応
募
方
法

　

都
市
計
画
課
、
各
支
所
建
設
課

お
よ
び
各
住
民
セ
ン
タ
ー
に
備
え

付
け
の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
に
よ
る

申
し
込
み
も
可
能
で
す
。

　

申
込
書
は
、
市
の
Ｈ
Ｐ
か
ら
も

市
民
大
学
セ
ミ
ナ
ー

景
観
審
議
会

 

委
員
を
募
集

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

応
募
締
切　

１
月　

日
１９

そ
の
他

・
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
書
類

選
考
を
行
い
ま
す
。

・
会
議
に
出
席
の
際
は
、
報
酬
を

お
支
払
い
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

都
市
計
画
課
計
画
係

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（　

）１
１
９
７

23

　

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

keikaku
＠
city.n

ih
o
n
m
at

su
.lg
.jp

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

　

募
集
チ
ラ
シ
は
、
１
月
５
日
よ

り
、
建
築
住
宅
課
、
各
支
所
建
設

課
ま
た
は
各
住
民
セ
ン
タ
ー
窓
口

に
設
置
い
た
し
ま
す
。

募
集
期
間　

１
月
９
日
〜　

日
１９

必
要
書
類
等

　

住
民
票
、
所
得
証
明
書
、
納
税

証
明
書
、
各
自
の
事
情
に
よ
り
必

要
な
書
類
、
印
鑑

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

建
築
住
宅
課
住
宅
係
ま
た
は

　

各
支
所
建
設
課
管
理
係

�
○取引条件に関わらず特別金利をご利用いただけます。�
○最大500万円を最長13年半（据置期間も含めた最長ご融資期間）までのご融資。�
○入進学時はもちろん、在学中でもご利用いただける便利なローンです。�
　保　証…福島県農業信用基金協会の保証を受けていただきます。（保証料率 年0.55%）�
　手数料…事務手数料が1,050円必要となります。�

ＪＡ教育ローン応援キャンペーン実施中!!ＪＡ教育ローン応援キャンペーン実施中!!ＪＡ教育ローン応援キャンペーン実施中!!ＪＡ教育ローン応援キャンペーン実施中!!
（平成18年10月2日～平成19年4月27日まで）�

ＪＡバンクは特別金利でうれしい春をバックアップします！�
�

年１.６％�年１.６％�年１.６％�年１.６％�（変動金利）�
�注）金利は金利情勢により変わることがあります。�

�

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

二
本
松
中
央
公
民
館

　

�（　

）５
１
２
１

23
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▽
油
井
児
童
ク
ラ
ブ（
油
井
小
学

校
内
）…
油
井
小

▽
あ
だ
ち
こ
ど
も
館（
あ
だ
ち
こ

ど
も
館
内
）…
渋
川
小
・
上
川

崎
小
・
下
川
崎
小

▽
と
う
わ
児
童
ク
ラ
ブ（
仮
）（
東

和
支
所
内
）…
東
和
地
域
の
全

小
学
校

対
象
児
童

　

小
学
校
１
年
生
〜
４
年
生
ま
で

の
児
童
で
、
下
校
後
、
保
護
者
の

就
労
等
に
よ
り
家
庭
の
保
育
に
欠

け
る
児
童

開
設
時
間

▽
平
日

　

午
後
１
時
〜
午
後
６
時　

分
３０

▽
土
曜
・
長
期（
夏
季
・
冬
季
・

年
度
末
）休
業
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
６
時　

分
３０

保
育
料

①
前
年
分
所
得
税
課
税
世
帯

　

３，
０
０
０
円

②
①
に
該
当
し
な
い
世
帯
の
う
ち
、

前
年
度
市
民
税
課
税
世
帯

　

１，
５
０
０
円

③
①
・
②
に
該
当
し
な
い
世
帯

（
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
前
年

度
市
民
税
非
課
税
世
帯
）

　

無　

料

※
同
一
世
帯
で
２
人
以
上
同
時
に

入
所
し
た
場
合
は
、
２
人
目
以

降
は
半
額

募　
　

集

　

新
年
度
の
二
本
松
市
学
童
保
育

所
の
入
所
児
童
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。

募
集
学
童
保
育
所
お
よ
び

 

対
象
小
学
校

▽
風
の
子
ク
ラ
ブ
（
福
祉
セ
ン

タ
ー
内
） 
南
小
・
北
小
一
部
可

〔
若
宮
・
松
岡
〕

▽
ど
ん
ぐ
り
ク
ラ
ブ（
同
朋
幼
稚

園
内
）…
北
小

▽
ひ
だ
ま
り
ク
ラ
ブ（
塩
沢
住
民

セ
ン
タ
ー
内
）…
塩
沢
小

▽
な
か
よ
し
ク
ラ
ブ（
勤
労
者
福

祉
会
館
内
）…
岳
下
小

▽
ニ
コ
ニ
コ
ク
ラ
ブ（
安
達
太
良

小
学
校
内
）…
安
達
太
良
小

▽
あ
お
ぞ
ら
ク
ラ
ブ（
杉
田
子
ど

も
館
内
）…
原
瀬
小
・
杉
田
小

▽
元
気
っ
子
ク
ラ
ブ（
大
平
小
学

校
内
）…
石
井
小
・
大
平
小

平
成　

年
度

１９

 
学
童
保
育
所
児
童
募
集

※
ひ
と
り
親
世
帯
は
半
額

入
所
申
込
方
法
等

▽
申
請
用
紙
配
布
・
受
付
場
所

◎
二
本
松
地
域

　

・
市
役
所
福
祉
課

　

・
各
住
民
セ
ン
タ
ー

　

・
あ
だ
た
ら
保
育
所

　

・
各
学
童
保
育
所

◎
安
達
地
域

　

・
安
達
支
所
保
健
福
祉
課

　

・
各
住
民
セ
ン
タ
ー

　

・
各
学
童
保
育
所

◎
東
和
地
域

　

東
和
地
域
は
現
在
、
平
成　

年
１９

４
月
開
所
に
向
け
準
備
を
進
め
て

い
ま
す
の
で
、
申
込
受
付
は
後
日

行
い
ま
す
。

　

な
お
、
仮
申
し
込
み
を
し
て
い

な
い
方
で
入
所
希
望
の
方
は
、
東

和
支
所
保
健
福
祉
課
ま
で
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間

　

１
月　

日
〜
２
月
２
日

１５

※
学
童
保
育
所
は
午
後
か
ら
対
応

い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

・〈
二
本
松
地
域
〉

　
　

福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

・〈
安
達
地
域
〉

　
　

安
達
支
所
保
健
福
祉
課

　

・〈
東
和
地
域
〉

　
　

東
和
支
所
保
健
福
祉
課

　

森
林
は
、
洪
水
防
止
や
自
然
環

境
の
保
全
、
地
球
温
暖
化
の
防
止

な
ど
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な

い
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
多
面
的
な

森
林
の
機
能
を
十
分
に
発
揮
さ
せ

て
い
く
た
め
に
は
、
森
林
・
里
山

等
を
適
切
に
管
理
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。

　

そ
こ
で
、
森
林
・
里
山
の
保
全
、

動
植
物
の
生
育
に
興
味
が
あ
り
、

森
林
・
里
山
整
備
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
等
に
参
加
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

登
録
受
付
期
限　

１
月　

日
３１

登
録
方
法

　

農
政
課
、
各
支
所
農
政
課
、
住

民
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
申
込

書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
申
込
書
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

農
政
課
経
営
指
導
係

森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

登
録
者
募
集
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今
年
も
白
鳥
が
来
る
季
節
に
な

り
ま
し
た
。（　

月
３
日
に
第
１

１１

陣
飛
来
）

　

私
た
ち
の
心
に
な
ご
み
を
与
え

て
く
れ
る「
水
原
川
の
白
鳥
」に
今

年
も
昨
年
同
様
に「
エ
サ
」の
ご
協

力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

水
原
川
の
白
鳥
を
守
る
会

　

代
表　

狩
野
陸
雄

　

�（　

）２
８
３
８

53

白
鳥
の「
エ
サ
」協
力
の

 

お
願
い

暮　

ら　

し

聴
覚
障
が
い
者

 

来
所
相
談
会
開
催

　

耳
の
病
気
や
補
聴
器
に
関
す
る

相
談
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事

前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

日　

時

　

１
月　

日（
木
）

１８

　

午
後
１
時
〜
午
後
３
時

会　

場
福
島
県
障
が
い
者
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー（
福
島
市
杉
妻
町
５－

　

）
７５

担
当
医
師

　

大
原
綜
合
病
院　

高
取
隆
医
師

対
象
者

・
聴
覚
の
身
体
障
害
者
手
帳
を
所

持
し
て
い
る
方

・
手
帳
は
所
持
し
て
い
な
い
が
、

耳
の
聞
こ
え
が
悪
い
ま
た
は
耳

の
病
気
が
疑
わ
れ
る
方

相
談
料　

無　

料

相
談
内
容

・
補
聴
器
に
関
す
る
相
談

・
医
療
相
談

・
生
活
・
職
業
・
施
設
入
所
に
関

す
る
相
談

申
込
期
限　

１
月　

日
１２

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

福
祉
課
障
害
福
祉
係

市
有
地
売
却
の
お
知
ら
せ

　

市
で
は
別
表
の
土
地
を
入
札
に

よ
り
売
り
払
い
ま
す
。
買
受
希
望

者
は
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間

　

１
月
５
日
〜　

日
２６

　
（
土
・
日
・
祝
祭
日
は
除
く
）

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

申
込
方
法

　

財
政
課
備
え
付
け
の
入
札
申
込

書
に
記
入
押
印
し
、
必
要
書
類
を

添
付
し
て
持
参
申
込
を
し
て
く
だ

さ
い
。（
電
話
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
受
け
付

け
は
い
た
し
ま
せ
ん
。）

※
現
状
引
渡
し
と
し
、
現
地
説
明

は
行
い
ま
せ
ん
の
で
、
各
自
物

件
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

売
却
条
件

・
売
買
契
約
締
結
ま
で
に
土
地
代

金
総
額
の　

％
を
納
入

１０

・
残
金
は
、
契
約
日
か
ら　

日
以

３０

内
に
一
括
納
入

入
札
日
時　

１
月　

日（
水
）

３１

　
　
　
　
　

時
間
は
別
表

入
札
会
場　

市
役
所
２
階
入
札
室

落
札
の
決
定

　

最
低
入
札
価
格（
予
定
価
格
）以

上
で
最
高
額
と
し
ま
す
。（
同
額

の
場
合
は
、
く
じ
で
決
定
。）

そ
の
他

　

入
札
者
お
よ
び
落
札
者
が
い
な

い
物
件
は
、
先
着
順
で
の
随
意
契

約
に
よ
る
売
却
を
行
な
い
ま
す
。

　

価
格
は
最
低
入
札
価
格
と
し
、

期
間
は
３
月
末
日
ま
で
と
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
…

　

財
政
課
管
財
係

入札時間最低入札
価格（円）

都市計画
用途地域登記面積（�）［坪］登記

地目所在地物件
番号

午後１時３０分２,５０６,０００無指定２８８.６８［８７.３３］宅地東裏５２-４１

午後１時４５分６,４８１,０００無指定２９５.２１［８９.３０］宅地杉田仲之内１-７３２

午後２時　　１７,０９３,０００第一種住居地域６１７.０８［１８６.６７］宅地若宮一丁目６１-１３

午後２時１５分１６,２５４,０００第一種住居地域４３０.００［１３０.０８］宅地向原２５４-２４

午後２時３０分４,１３０,０００無指定３６８.７９［１１１.５６］宅地新座４０-１９５

午後２時４５分３,１４０,０００無指定２８０.４４［８４.８３］宅地新座４０-２０６

別　表

�

�

�

�

�����������������������������������������������

�����������������������������������������������

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

試験内容試験期日応募資格募集人員募集種目

国語・数学・社会
（各１０問、中学卒業程度）
身体検査
面接
適正検査

１回目
１月２７日

２回目
２月２５日

１８歳以上２７歳
未満の男子
（平成１９年４
月２日現在）

約１５０名

２等陸
・
海
・
空士

（男子）

‖‖‖ 平成18年度自衛官募集 ‖‖‖

◎問い合わせ・資料の請求…生活環境課市民生活係・各支所市民生活課生活係
　または自衛隊福島募集案内所　�024（545）7995

『初日の出ゴンドラ』の運行�『初日の出ゴンドラ』の運行�
平成19年元旦　午前６時～　　あだたら高原スキー場�

～ゴンドラ山頂駅は標高1,350m（薬師岳）、�
　　　　　　　　　　　素晴らしい「初日の出」をお楽しみ下さい～�
○ゴンドラ往復料金　大人 1,600円　小人 1,200円�
＜駐　車　場＞　午前6時30分までのご来場は無料（6時30分以降、1台1,000円）�
＜交通案内＞　東北自動車道二本松I.Cより岳温泉経由、車で20分（15㎞）�
＜問合せ先＞　あだたら高原富士急ホテル　TEL0243-24-2246

�
�
＜注　意＞�
天候状況により運休の場合あり�
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最
優
秀
賞
作
品

　

快
適
で　

豊
か
な
暮
ら
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
 

納
税
で

優
秀
賞

　

箭
内　

成
美（
二
本
松
一
中
）

　

菅
野　

美
穂（
二
本
松
一
中
）

　

佐
藤　

桃
子（
二
本
松
二
中
）

　

�
島　
　

梢（
二
本
松
三
中
）

　

渡
邊　

理
菜（
安
達
中
）

※
ほ
か
佳
作　

点
１０

市
税
等
の
納
付
に
は

便
利
で
確
実
な
口
座
振
替
を

 

ご
利
用
く
だ
さ
い

　

市
で
は
、
市
税
等
の
口
座
振
替

に
よ
る
納
付
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

口
座
振
替
取
扱
金
融
機
関
等

・
み
ち
の
く
安
達
農
業
協
同
組
合

・
東
邦
銀
行

・
福
島
銀
行

・
大
東
銀
行

・
二
本
松
信
用
金
庫

・
福
島
県
商
工
信
用
組
合

・
東
北
労
働
金
庫

・
郵
便
局

　

申
し
込
み
の
際
に
は
、
納
税
通

知
書
、
預
貯
金
通
帳
、
通
帳
の
届

出
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

収
納
課
収
納
管
理
係
ま
た
は

　

各
支
所
地
域
振
興
課
税
務
係

暮　

ら　

し

納
税
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

 

表
彰
式
を
開
催

　

平
成　

年
度
納
税
標
語
コ
ン

１８

ク
ー
ル
は
、
納
税
意
識
の
高
揚
を

目
的
と
し
て
作
品
募
集
を
行
い
、

市
内
全
域
の
小
学
校
６
年
生
か
ら

５
０
５
点
、
中
学
校
１
年
生
か
ら

５
７
９
点
の
応
募
が
あ
り
、
そ
れ

ぞ
れ　

点
ず
つ
の
入
選
作
品
が
表

１６

彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
受
賞
作
品
お
よ
び
入

賞
者
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

 

（
敬
称
略
）

○
小
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　

野
地　

菜
那（
下
川
崎
小
）

最
優
秀
賞
作
品

　

納
税
で　

明
る
い
未
来
と

　
　
　
　
　
　
　
 

ま
ち
づ
く
り

優
秀
賞

　

大
友　

美
華（
二
本
松
南
小
）

　

根
本　

大
雅（
二
本
松
南
小
）

　

柑
本　

夏
香（
安
達
太
良
小
）

　

松
本　

恵
利（
石
井
小
）

　

高
宮　

一
輝（
油
井
小
）

※
ほ
か
佳
作　

点
10

○
中
学
生
の
部

最
優
秀
賞

　

児
山　

満
寿
胤（
二
本
松
一
中
）

地
震
発
生
時
は

 

あ
わ
て
ず
に
行
動
を

心
得
そ
の
１　

　
『
グ
ラ
ッ
と
き
た
ら
』

①
家
具
転
倒
、
落
下
物
の
危
険
が

あ
り
ま
す
。
机
の
下
な
ど
に
急

い
で
も
ぐ
り
身
の
安
全
を
確
保

し
ま
し
ょ
う
。

②
揺
れ
の
合
間
を
見
て
、
ガ
ス
器

具
や
ス
ト
ー
ブ
の
火
を
消
し
、

電
気
器
具
は
プ
ラ
グ
を
抜
く
な

ど
火
の
始
末
を
し
ま
し
ょ
う
。

③
揺
れ
に
よ
り
建
物
が
ゆ
が
み
、

出
入
口
が
開
か
な
く
な
る
こ
と

が
あ
る
の
で
、
ド
ア
を
開
け
、

逃
げ
道
を
確
保
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

心
得
そ
の
２

　
『
揺
れ
が
お
さ
ま
っ
た
ら
』

①
火
が
出
て
い
て
も
天
井
に
燃
え

移
る
前
な
ら
ば
、
初
期
消
火
が

可
能
で
す
。「
火
事
だ
」と
隣
近

所
に
も
協
力
を
求
め
消
火
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

②
家
屋
倒
壊
や
瓦
、
窓
ガ
ラ
ス
な

ど
が
落
下
す
る
危
険
が
あ
る
の

で
、
む
や
み
に
外
へ
飛
び
出
さ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

③
声
を
か
け
合
い
、
家
族
の
無
事

を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

④
け
が
人
や
行
方
不
明
者
が
い
な

い
か
、
隣
近
所
に
声
を
か
け
助
け

合
い
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合

　

消
防
本
部
�（　

）１
２
１
１

22

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
製

電
気
冷
蔵
庫
の
発
火
事
故

 

に
つ
い
て

　

富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル
社
製
の
電
気

冷
蔵
庫
で
発
火
事
故
が
発
生
し
た

こ
と
か
ら
、
現
在
リ
コ
ー
ル
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
の
冷
蔵
庫
を
確
認
の
う

え
、
当
該
対
象
品
を
お
使
い
の
方

は
、
早
急
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

該
当
製
品
の
機
器
型
式

　

Ｅ
Ｒ
‐
○
○
○
○
○

　
（
平
成
６
年　

月
〜

１１

 

平
成　

年
３
月
販
売
）

１５

※
詳
し
い
型
式
に
つ
い
て
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

・（
株
）富
士
通
ゼ
ネ
ラ
ル

　

�
０
１
２
０（
６
２
３
）６
６
７

・
福
島
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

�
０
２
４（
５
２
１
）０
９
９
９

相続・遺言無料相談会�
◇２月１日（木）午後６時～８時�
◇二本松市勤労者研修センター（郭内北小隣り）�

石川てるお�行政書士�事 務 所 �
電話/FAX�
23－4460

◎電話かFAXでご予約ください。◎離婚など他のご相談でも
承ります。守秘義務を守りますので安心してご相談下さい。�

964-0043　二本松市原セ諏訪236　行政書士 石川晃雄�

畳 ・ 襖 ・ 障 子�

� 0120－525－858�
お気軽にお電話ください。�

電話・FAX 22－3465 〒964－0012 二本松市永田積内251

岳街道沿い　奥 平 畳 店�
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ア
ス
ベ
ス
ト
健
康
被
害
者
と

 

ご
家
族
の
方
へ

　

労
災
保
険
法
の
時
効
に
よ
り
労

災
保
険
に
請
求
す
る
機
会
を
消
滅

し
た
方
の
た
め
、
昨
年
３
月
に

「
石
綿
に
よ
る
健
康
被
害
の
救
済

に
関
す
る
法
律
」が
施
行
さ
れ
、

受
け
付
け
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

給
付
内
容　

石
綿
救
済
法
の
特
別

遺
族
給
付
金

注
意
事
項

　

遺
族
補
償
給
付
を
受
け
る
権
利

は
、
時
効
に
よ
り
労
働
者
が
死
亡

し
た
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
５

年
で
消
滅
し
ま
す
。

　

平
成　

年
３
月　

日
以
降
、
時

１３

２７

効
と
な
る
方
で
未
請
求
の
方
は
、

労
災
保
険
法
も
特
別
遺
族
給
付
金

も
受
給
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

・
福
島
労
働
局
労
災
補
償
課

　

�
０
２
４（
５
３
６
）４
６
０
５

・
福
島
労
働
基
準
監
督
署

　

�
０
２
４（
５
３
６
）４
６
１
３

ニ
ー
ト
支
援

 

巡
回
相
談
会
開
催

　

県
で
は
、
ニ
ー
ト
の
悩
み
ご
と

に
関
す
る「
巡
回
相
談
会
」を
開
催

し
ま
す
。
相
談
は
無
料
で
、
事
前

に
予
約
が
必
要
で
す
。

日　

時

　

２
月
１
日（
木
）

　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

会　

場

　

福
島
市
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
（
福
島
市
森
合
町　

－

１
）

１０

定　

員　

４
名

◎
問
い
合
わ
せ
・
予
約
…

　

福
島
県
商
工
労
働
部
雇
用
対
策

　

グ
ル
ー
プ

　

�
０
２
４（
５
２
１
）８
２
０
９

歩
行
型
除
雪
機
に
よ
る
事
故
を

 

防
ぎ
ま
し
ょ
う

　

毎
年
冬
は
、
除
雪
機
に
よ
る
事

故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
除
雪
機

を
使
う
際
に
は
、
次
の
点
に
十
分

注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

▽
必
ず
説
明
書
を
よ
く
読
ん
で
、

正
し
い
使
い
方
を
理
解
す
る
。

▽
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回

転
部
が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら

行
う
。

▽
回
転
部
に
近
づ
く
と
き
は
、
必

ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転

部
が
完
全
に
停
止
し
て
か
ら
作

業
を
行
う
。

▽
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟

ま
れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
も

と
や
後
方
の
障
害
物
に
は
十
分

注
意
す
る
。

▽
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す

方
向
に
人
・
車
・
建
物
な
ど
が

な
い
こ
と
を
確
認
し
、
除
雪
機

の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ

け
な
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

社
団
法
人
日
本
農
業
機
械
工
業
会

　

除
雪
機
安
全
協
議
会

　

�
０
３（
３
４
３
３
）０
４
１
５

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jfm
m
a.o
r.jp

ひとみらい�ひとみらい�
～男女共同参画社会への道しるべ～�

福島県男女共生センターでは
 ボランティアを募集しています!!

募集人員　申込先着３０名
応募資格　無償で参加可能な県内在住、在勤、
　　　　　在学の１５歳以上の方（高校生も可）
活動分野　環境美化、見学案内、情報紙作成、
　　　　　図書・情報、イベント、保育
準備講座
　　「未来館ボランティアスタートアップ講座」
　　１月２７日�　午後１時～午後４時３０分
応募方法
　　男女共生センター（�２３－８３０４）へお問い合わ
せください。

内閣府と福島県男女共生センターの
 動きをチェック!!

◇内閣府男女共同参画局ホームページ
http://www.gender.go.jp/

■情報メール配信を希望する場合 ⇒
　　 情報メールサービス
◇福島県男女共生センターホームページ

http://www.f-miraikan.or.jp/
■情報メール配信を希望する場合 ⇒
 　未来館メールマガジン

仕事�

福祉用具販売・貸与福島県指定事業者�

安価、無料宅配で介護サポート�安価、無料宅配で介護サポート�

ライフパルサービス�

22－1992
二本松市沖２丁目３９９－１０�

��
（0243）�

介護用品、販売レンタル専門店�
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国
民
年
金
基
金 

 

制
度
の
ご
案
内

　　

国
民
年
金
基
金
は
、「
国
民

年
金
法
」で
定
め
ら
れ
た
公
的

な
年
金
制
度
で
す
。

　

自
営
業
者
、
農
業
者
な
ど
の

国
民
年
金
第
１
号
被
保
険
者
の

方
々
が
、
ゆ
と
り
あ
る
老
後
を

過
ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

老
齢
基
礎
年
金
に
上
乗
せ
す
る

公
的
年
金
で
す
。

加
入
で
き
る
方

　

自
営
業
、
農
業
な
ど
の
国
民

年
金
第
１
号
被
保
険
者
で
、
国

民
年
金
保
険
料
を
納
め
て
い
る

方
。（　

歳
〜　

歳
）

２０

６０

掛
金
の
額

　

掛
金
の
額
は
将
来
も
変
わ
る

こ
と
な
く
一
定
で
、
支
払
っ
た

掛
金
は
、
確
実
に
年
金
に
つ
な

が
り
掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん
。

年
金
は
一
生
涯
受
け
取
れ
ま
す
。

税
控
除
対
象

　

掛
金
は
全
額
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
、
所
得
税
、

住
民
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

　

福
島
県
国
民
年
金
基
金

�
０
１
２
０（　

）４
１
９
２

65

年　
　

金

二本松警察署からお知らせ

二本松警察署ホームページ
http://www.police.pref.fukushima.jp/police/nihonmatsu/

特　　徴　　点　　等

◎　最近、女性を対象とした募集詐欺が発生しています。「甘い話に
は裏がある。」言われるように、低金利の時代に「おいしい金儲けの
話」は決してありません。投資等をする場合は、必ず、相手を確か
めて、安全であることが確認されてからにしましょう。

合　計東和支所
管内

岩代支所
管内

安達支所
管内

本庁
管内

０空き巣
侵
入
盗

０出店荒らし

０その他

２２万引き非
侵
入
盗

１１車上ねらい

７４１２その他

０自　転　車　盗

２１１器　物　損　壊

０住　居　侵　入

５５そ　　の　　他

１７４１３９合　　　　計

犯罪発生状況（１１月）

対前月比 
（％）

前月調査
平均価格
（円）

今月調査
平均価格
（円）

規　　　格品　目

２.８１４０１４４甘塩切身１００g塩 さ け

▲８.５１２８１１７１kgキャベツ

▲３.１１６１１５６もも肉中１００g豚 肉

▲０.５１９３１９２Mサイズ１パック
１０個入り鶏 卵

０.６３３０３３２赤みそ１kgみ そ

０.０１８７１８７上白糖ポリ袋１kg入り砂 糖

▲１.１１,４５８１,４４１白灯油１８L（配達）灯 油

０.３６,５４８６,５７４家庭用１０�使用価格L P G

※消費生活のトラブルのご相談は、福島県消費生活センター
　（�０２４-５２１-０９９９）までご相談ください。

12月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～�

12月の市内商品価格�
～お買い物の目安にしてください～� 暮　

ら　

し

「
国
民
年
金
推
進
員
」が

 

訪
問
し
て
い
ま
す

　　

国
民
年
金
推
進
員
は
、
保
険

料
の
納
付
相
談
を
お
受
け
し
た

り
、
保
険
料
を
お
預
か
り
し
た

り
す
る
た
め
に
、
昼
間
は
も
ち

ろ
ん
夜
間
や
休
日
に
も
各
家
庭

を
訪
問
し
て
い
ま
す
。

　

最
近
、
不
審
な
電
話
や
訪
問

な
ど
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す

が
、
国
民
年
金
推
進
員
は
、
常

に
身
分
証
明
書
を
持
参
し
て
い

て
、
身
分
を
明
ら
か
に
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た

際
は
、
国
民
年
金
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
内
容
で
も
結
構
で
す

の
で
お
気
軽
に
お
尋
ね
く
だ
さ

い
。

　
（
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係
）

No.2-4　89.0坪　445万円�

二本松市南町225

ヤマニ建設��
0120-22-1409（フリーダイヤル）�

塩沢ヤマニタウン�
　　　　好評分譲中�
塩沢ヤマニタウン�
　　　　好評分譲中�
塩沢ヤマニタウン�
　　　　好評分譲中�
塩沢ヤマニタウン�
　　　　好評分譲中�

おかげさまで残り一区画�

おかげさまで残り一区画となりました。�
新しくお住まいをお考えでしたら、��
是非一度お問い合わせ下さい。�

�

●市立塩沢小学校�
●市立塩沢幼稚園�
●塩沢住民センター�

●大隣寺�

郵便局�

二本松I.C

ヨークベニマル●�

至
仙
台�

東
北
自
動
車
道�

市道塩沢・末広町線�

市
道
若
宮
・
鉄
扇
町
線�

●二本松病院�

●警察署���
二本松駅�

東北本線�

至郡山�

塩沢2丁目�
住宅団地�

思いっきり芝生園庭を�
かけまわってみませんか!!!

対象園児　生後6ヶ月～未就学児�
らくらく給食・おやつ　あり�

園児募集！�

〒964－0886　二本松市高越松ヶ作349－2�
TEL 0243－23－1199

月極保育・一時保育�

お気軽にお問い合わせください。�
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１月�
二本松図書館�二本松図書館� 岩 代 図 書 館�岩 代 図 書 館�

新着本のご案内

▼「松岡正剛千夜千冊」松岡正剛著→インターネット上で６年間
に１１４４冊の書評を執筆、掲載し続けたものを７巻の全集に。
一夜一冊をメインテーマに据えつつも、毎夜、話題は、関連
本に縦横に飛び、予想もしない本に出会うことも。 

▼「大人が絵本に涙する時」柳田邦男著→絵本は、ユーモア、悲
しみ、思いやりなど、生きるうえで大事なものに深く気づか
せてくれます。柳田式「座右に置く絵本」のすすめ。

◎新着本については､市のホームページでもご覧いただけます。

行事・事業のお知らせ

◎１月の休館日 
１日�～３日�→年始休館、９日�→８日の祝日開館振替、
１５日�、２２日�、２９日�、３１日�→月末休館

◎おはなしのへや
今月はお休みです。なお、２月は３日�に行います。

◎移動図書館車「まつかぜ号」運行日程
第１コース　16日�

 塩沢小学校 → 表団地 
12：30～ 14：00～

第２コース　18日�

 岳下小学校 → 茶園団地 →金 色久保公園 →
12：10～ 14：10～ 14：40～

 岳下住民センター 
15：10～

第３コース　23日�

安達太良小学校         →諏訪団地
12：30～

      →中里団地
14：10～

      
14：40～

第４コース　25日�

 原瀬小学校 → 箕輪集会所 →西 池団地 → 高越会館 
12：30～ 14：00～ 14：40～ 15：20～

第５コース　30日�

 杉田小学校 → 杉田住民センター → 新座団地 → 二本松病院 →
12：20～ 14：20～ 14：50～ 15：20～

 第三中学校 
16：10～

第７コース　11日�

 大平小学校 → 大平住民センター → あだたら荘 
12：20～ 14：05～ 14：40～

 あかちゃんコーナーのお知らせ
　二本松図書館では、「あかちゃんの本だな」など、特に小さな
お子さんに読んであげたい本やお父さん・お母さんに読んでい
ただきたい本を紹介した､あかちゃんコーナーを設置していま
す。お子さんの本との出会いのためにご活用ください。

◎問い合わせ…二本松図書館　�（２３）５０８２

低 家 賃 宣 言 �

★鉄筋コンクリート造・�
タイル張り！�

★インターネット�
使い放題無料！�

★遮音・耐火・耐震性�
良好！�

※モデルルームあります。�

株式�
会社�佐藤組�不動産管理部�
〒964－0901 二本松市表1丁目552-7

TEL 0243－22－8575
http://www.satou-gumi.co.jp

直 通�

新着本のご案内

★『あなたに逢えてよかった』新堂冬樹 著
　→純愛小説３部作、完結編
★『誰も知らない東大寺』筒井寛秀 著
　→生まれも育ちも東大寺の著者が描く、知られざる東大寺。
★『目で見る数学 美しい数・形の世界』ジョニー・ポール 著
　

新着ＣＤ

★『WOW! Disneymania JAPAN』
　日本国内有名アーティストによるディズニーカバー。
★『スペイン 村治佳織』
　村治佳織、初のスペイン名曲集!

◎12月～１月の休館日
１２／２８�１２月分月末整理休館日、２９�～１／３� 年末年始、
　　８�成人の日、９�振替、１５�、２２�、２９�、
　　３１�月末整理休館日
　※学校の冬休み期間は開館が午前９時になります。
　

～平成１８年度図書館資料講座～
「僕はなぜ山羊を飼うようになったのか」

－西アジアを取材して－

日　　時　　１月１４日�、２１日�　
　　　　　　午後１時３０分～午後３時ごろ
会　　場　　岩代図書館　談話室
講　　師　　フォトジャーナリスト 橋本龍氏（岩代在住）
定　　員　　３０人（定員になり次第締め切り・中学生も可)
申し込み　　図書館カウンター(電話予約も可)
　

＊＊＊おはなし会＊＊＊

日　　時　　１月２０日�　午後１時３０分～午後３時ごろ
会　　場　　岩代図書館
内　　容　　かるた会、読み聞かせなど

※対象は幼児から小学生ですが、家族皆さんで楽しんでください。

◎問い合わせ…岩代図書館　�（５５）３２５５
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■編集と発行／二本松市総合政策部秘書広報課　〒964－8601　福島県二本松市金色403番地1　�0243（23）1111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　二本松市ホームページアドレス　http://www.city.nihonmatsu.lg.jp/

年末年始のごみ収集・し尿処理業務の休み
◎ごみ収集休み　12月30日�～1月3日�
◎し尿処理休み　12月29日�～1月4日�

祝日のごみ収集実施
　◎ごみ収集実施日　１月８日�「成人の日」
　下記の祝日においては、通常どおりごみ収集を
実施しますので、該当する地区の皆さんは、ご注
意のうえごみをお出しください。なお、もとみや
クリーンセンターへの自己搬入も受け入れします。

◎問い合わせ…生活環境課環境衛生係

ごみ収集のお知らせ

�

�

�

�
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献血協力のお願い
　次のとおり、献血車が参りますので、皆様のご協力
をお願いします。
　なお、献血の際に、献血手帳、献血カードまたは本
人確認できる証明書（運転免許証・健康保険証）等をご
持参ください。
○日時

地区場所実施時間期日

二本松
東邦ゴム城山工場９:００～１０:００１月１６日

�
東邦ゴム根崎工場１０:３０～１２:００
枡記念病院１３:００～１７:００

安達

コーミ金属㈱福島支店９:００～９:４５
１月２３日
�

福島タカラ電気工業㈱１０:００～１１:３０
コープマートあだたら店１５:００～１６:００
JAみちのく安達油井支店１６:３０～１８:００

安達
㈱尾形製作所１０:１５～１１:３０１月２５日

�
鉄扇屋㈱１４:３０～１６:００
安達公民館１６:３０～１９:００

平19年元旦
新　春

日山登山

日　時　平成１９年１月１日�　日の出時刻から

会　場　日山山頂

内　容　①福引大会（山頂：７時ごろ）

　　　　②先着２００名様に登頂記念品進呈（山頂）

その他　大雪・荒天の場合は、田沢登山口および

茂原登山口に中止の掲示をします。

◎問い合わせ…岩代支所地域振興課
　　　　　　　�(65)2803

■期　間
　１月１日�～３日�
　営業時間９：００～１７：００（１６：００まで入場受付）
　※この３日間は、地元の皆さんへの日ごろ

の感謝として入場料が半額です。

◎問い合わせ…
　安達ヶ原ふるさと村　�(22)7474

安達ヶ原ふるさと村
新春イベント むかしの正月むかしの正月むかしの正月むかしの正月

イベント時　間実施日

樽酒鏡開き・樽酒無料サービス１０：３０～
１日

つきたてもちのサービス１３：３０～
国指定重要無形民俗文化財
｢石井の七福神｣の舞　福みかんサービス

１１：００～
１３：３０～２日

民話の語り
「安達ヶ原の鬼婆、正月の民話」（約３０分）

１１：００～
１３：３０～３日

新春抽選会（うれしい賞品が当たる！）
正月遊び（羽根つき､凧あげ、こま回しで遊んでみよう）
新そばまつり
（極上の新そばをご賞味あれ！１日限定１００食）
ふるさとの味
（あったかーいざくざく、玉コンなどがあるよ）
お楽しみ福袋
（あけてビックリ楽しさ満載の福袋）

１～３日

ホームページ　http://bappychan.com/
※１２月～３月は毎週木曜定休日（ただし年末年始･祝祭日を除く）
　売店営業時間が午後５時までとなります。

スカイピアあだたら年末年始休館日のお知らせ　12月31日、1月1日・4日（3日は営業）

「市民初日の会」
～皆さん、ぜひご参加ください～

日　時　　平成１９年１月１日�

　　　　　午前６時４０分から

会　場　　霞ヶ城公園「二本松城本丸跡」

主　催　　二本松健康歩こう会


